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大学といえば「サークル」をイメージする方も多いのでは？今回は、
新入生歓迎号！３つのサークルのみなさんが、表紙に登場してくれ
ました。どのサークルも大会やコンテストに向けて日夜練習に励ん
でいます。福井大学には、文京、松岡両キャンパスに文化系、体育
会系合わせて１３０あまりのサークルがあります。ドップリ浸かる
かゆるーく続けるかはあなた次第です。新入生のみなさん、まだ
サークルに入っていないという在学生のみなさん、今年の春は新
たな「サークル活動」で自分の幅や人間関係を広げてみては？
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お題に対し、今の気持ちを福大生に答えてもらうコーナー！

新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
先輩からのアドバイスを参考に、

楽しく、充実したキャンパスライフを送ってくださいね。
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サークル、サークル、サークル！
福井大学には、文化系から体育会系、定番からユニークなものまで様々な部活・サークルがあります。

今回は、テーマごとに選ばれた部活やサークルの代表者が誌上プレゼンテーション！
部活・サークル選びの参考にして下さいね。

新入生歓迎！

サークル、サークル、サークル！
盛野 弘法さん
医）医学科2年

前原 勇馬さん
工）材料開発工学科3年

医）医学科4年

濱本 麻希さん
医）看護学科2年

船本 彩花さん

医）医学科4年

李 頴さん
医）看護学科3年

吉田 一穂さん

部員91人部員91人
FEAL

林口 翔子さん
工）電気・電子工学科4年

部員5人部員5人
女子ソフトボール部

医）医学科4年 医）医学科4年

演劇部
松岡キャンパス

中西 隆将さん医）医学科6年

多人
数

少人数

EALでは、附属病院の小児病棟や地域
などでボランティアをしたり、国際医学

生連盟の活動に参加しています。活動予定が
メールで送られてくるので、自分の興味ある
活動に参加できます。兼部している部員多
数！春には、全員が一堂に会する懇親会があ
り、各グループの活動内容を知ることができ
るので、参加してみてくださいね！

F

2～3回活動しています。人数が少ない
ため、2人で練習という時もあります

が、防球ネットを使ってバッティングやピッチ
ングに磨きをかけています。汗を流せるのでス
トレス発散になるし、メンバーだけでなくOB・
OGとのつながりもとっても強いので、交流の
幅が広がります。試合にも出場していますよ！

週

岡キャンパスの演劇部
は、「劇団くらげ」として

活動しています。オリジナル脚
本を制作し、年間3回程度公演
を行っています。稽古は週に1
回、場面設定をしてアドリブで
芝居をする「エチュード」を中
心に行っています。脚本制作や
演出など裏方希望の人も大歓
迎！同名の文京の演劇部さん
ともぜひ交流したいです！

松

演劇部

員から要望の多い花
や野菜を、学内にある

花壇や畑で育てています。春
から秋にかけて活動してお
り、昨年はマリーゴールドや
パンジー、ジャガイモやサツ
マイモなどを育てました。自
由に楽しく活動しているの
で、少しでも興味のある人は
気軽に声をかけてください。
来るもの拒まずです！

部

井をはじめ京都や大阪、
三重、愛知など全国のお

祭りに参加し、よさこいを演舞
しています。お祭りは3月から
11月までがピーク。その時期は
ほぼ毎日１日中踊り続けていま
す。練習を積み重ねた踊りがビ
シッと決まると最高に気持ちい
いです。お祭りに参加すること
で全国に友達もできますよ！

福

同名対決

工）物理工学科3年

松村 知哉さん

入生歓迎公演と大学祭公
演を春に、地域での公演を

秋に行っています。私は大学から
演劇を始めましたが、台本や演技
について部員と真剣に話し合った
り、役を演じることを通してコミュ
ニケーション能力や表現力が養わ
れました。演者だけでなく照明や
音響など役割も多いので、興味が
ある人はぜひお越しください！

よっしゃこい

新

体育会系体育会系

多人数
vs
少人数

文京キャンパス文京キャンパス

松

文

…文京キャンパス …松岡キャンパス…松岡キャンパス松…文京キャンパス文

文

文

野ばら会
文化系

体育会系
vs
文化系

松

松
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に１回の勉強会とワークショップを通し
てACLS（気管挿管や薬剤投与など医療

職が行う高度な心肺蘇生法）について学びます。
１年生は、一般教養の講義が中心になるので、実
際の医療機器を使って実習するワークショップ
にまずは参加してみてください！医学部に来た
ことを実感できますよ。部員以
外も大歓迎です！

月
サークル、サークル、サークル！サークル、サークル、サークル！

気になる部活やサークルは見つかりましたか？部活やサークルに入
ると他学部との繋がりができ、交友関係が広がります。また、打ち込
めるものができるため大学生活の充実にも繋がります。４月は、多く

の部活・サークルで新入生歓迎会が実施されます。新入生はもちろん在学生
も、少しでも興味があれば積極的に参加し、友達の輪を広げましょう！

小野 宏介さん
工）情報・メディア工学科4年

OB

現役生

アメリカンフットボール部

新入生歓迎！

OB

福井ACLS部

福井大学フィルハーモニー管弦楽団
徐 元錫さん
医）医学科4年医学部弓道部

まとめ

ールを持って走ったり、メンバー
を守ったり、投げられるボールを

とったり、アメフトにはさまざまな役割
があります。そのためどんな人にも活
躍の場があるのが魅力です。目標は北
陸学生アメリカンフットボール大会優
勝！一致団結して、同じ高みを目指して
みませんか？

ボ

道の基本動作は、「射法八
節」といい、これをもとに矢

を放ちます。練習は、週に3回が基
本ですが、自主練で毎日弓を引い
ている部員もたくさんいます。初
めての人でも、3か月ほど練習す
ると、矢を射ることができるよう
になります。二の腕も引き締まる
こと間違いナシ！ぜひ弓道を始
めてみませんか？

イオリンやコントラバスといっ
た弦楽器から、ホルンやフルー

トといった管楽器、打楽器で合奏して
います。年に１回、12月に定期演奏会
を行っているほか、幼稚園や保育所な
どを定期的に回り巡回演奏会も行って
います。市の楽団や医学部管弦楽団の
奏者を交えて合奏することもあるので
交流が広がりますよ！

バ
弓

笛音楽サークルのハッピー
バードは2009年に結成した

比較的新しいサークルです。メン
バーは現在6名。週１回、月曜日か
火曜日のお昼休みに、イベントに向
けて練習をしています。楽器がいら
ないためいつでもどこでも楽しめる
のが魅力！口笛の得意な人をはじ
め初心者も大歓迎です。

口現役生

高久 明子さん
医）医学部医学科4年

伝統空手道部

たちの部では、「草野派
糸東流」の伝統空手に取

り組んでいます。私は新入生の
時、サークル紹介で先輩の廣瀬
先生が披露した形を見て、かっ
こいいなと思って入部を決めま
した。卒業した先輩方も忙しい
合間を縫って練習に参加してく
ださいます。大学で新しいこと
をはじめたい人や受験でなまっ
た体を鍛えたいという人には
うってつけの部です！

私

中野 真代さん
学務部就職支援室

ンバーといる時間がと
ても楽しかったです。練

習は真面目に、それ以外の時
間はみんなでご飯を食べたり
和気あいあいと過ごしました。
キーボードを伴奏に顧問の先
生と即興演奏をしたり、休日に
は発表会をしたり、東尋坊で口
笛の演奏をするなど、サークル
での活動が思い出深いです。

メ

ハッピーバード

OB参戦
対決

今立 宏美さん
工）電気・電子工学科3年 廣瀬 貴美さん

医学部附属病院救急部 医師

OB

統空手道部は、福井医科大
学開学当初からある部活

です。部員数はそんなに多くあり
ませんが、仲が良く、部員全員で
行動することが多かったです。私
は今でも時間があるとき練習に
参加していますが、医学部にいる
さらに上の先輩方が参加すること
も！今でも相談したり、アドバイス
をもらえるかけがえのない仲間を
得ることができました。

伝

築山 夕紀さん（右）
林 実佳さん（左）

医）医学科4年

池田 泰さん

工）材料開発工学科4年

新入生への
PR対決！

伝統空手道部
松

松

松

文

文

文
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医）医学部医学科4年

伝統空手道部

たちの部では、「草野派
糸東流」の伝統空手に取

り組んでいます。私は新入生の
時、サークル紹介で先輩の廣瀬
先生が披露した形を見て、かっ
こいいなと思って入部を決めま
した。卒業した先輩方も忙しい
合間を縫って練習に参加してく
ださいます。大学で新しいこと
をはじめたい人や受験でなまっ
た体を鍛えたいという人には
うってつけの部です！

私

中野 真代さん
学務部就職支援室

ンバーといる時間がと
ても楽しかったです。練

習は真面目に、それ以外の時
間はみんなでご飯を食べたり
和気あいあいと過ごしました。
キーボードを伴奏に顧問の先
生と即興演奏をしたり、休日に
は発表会をしたり、東尋坊で口
笛の演奏をするなど、サークル
での活動が思い出深いです。

メ

ハッピーバード

OB参戦
対決

今立 宏美さん
工）電気・電子工学科3年 廣瀬 貴美さん

医学部附属病院救急部 医師

統空手道部は、福井医科大
学開学当初からある部活

です。部員数はそんなに多くあり
ませんが、仲が良く、部員全員で
行動することが多かったです。私
は今でも時間があるとき練習に
参加していますが、医学部にいる
さらに上の先輩方が参加すること
も！今でも相談したり、アドバイス
をもらえるかけがえのない仲間を
得ることができました。

伝

築山 夕紀さん（右）
林 実佳さん（左）

医）医学科4年

池田 泰さん

工）材料開発工学科4年

新入生への
PR対決！

松

松

松

文

文

文



な
く
で
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

寺
岡
　科
目
数
も
多
い
で
す
し
、
は
じ
め
か
ら

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
学
び
を
進
め
る
の
は
確

か
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る

改
革
の
一
つ
と
し
て
、
共
通
科
目
の
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
一つ
の

科
目
を
一
人
の
先
生
が
担
当
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
例
え
ば
「
持
続
可
能
な
社
会
環
境
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
関
連
す
る
科
目
群
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
複

数
の
先
生
が
担
当
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

菅
野
　共
通
科
目
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
は
非
常
に
良
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
岡
　現
在
、
大
学
に
は
、
専
門
の
技
術
や

知
識
を
学
び
、
社
会
で
活
躍
す
る
職
業
人
と
し

て
の
力
と
、
一
人
の
市
民
と
し
て
社
会
に
参
加

し
、
貢
献
し
て
い
く
力
を
と
も
に
身
に
着
け
る

た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
教
育
改
革
を
進
め
る
中
で
も
、
皆
さ
ん

寺
岡
　高
校
で
は
基
本
的
に
学
ぶ
範
囲
や
内
容

が
決
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
の
場

合
は
共
通
教
育
と
専
門
教
育
に
分
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
自
分
の
目

的
や
関
心
に
沿
っ
て
主
体
的
に
「
学
習
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
実
際
に
入
学
し
て
み
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

海
野

　大学
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
試
験
に
緊
張

感
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
進

路
の
こ
と
な
ど
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

菅
野
　多
種
多
様
な
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
意
見
を
発
信
す
る
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど

社
会
人
と
接
す
る
機
会
を
今
以
上
に
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

清
水

　大学
に
は
履
修
登
録
が
あ
っ
て
、
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
最
初
の
一
歩
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
入
学
し
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
し
っ
か
り
設
計
す
る
と
い
う

よ
り
、
ま
わ
り
の
友
人
に
合
わ
せ
た
り
、
何
と

語
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
て
、
お
互
い
を
高
め
合
え
る
場
所
と
し
て

使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

寺
岡
　工
学
部
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、
週
２
回

の
実
践
的
な
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育
と
違
っ
て
、
実
際
に
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
数

を
増
や
し
、
少
人
数
で
の
丁
寧
な
教
育
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
教
育
地
域
科
学
部
も
こ

の
４
月
か
ら
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
は
じ
め
ま
す
の

で
、
学
生
さ
ん
の
英
語
に
対
す
る
認
識
も
か
な

り
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　ま
た
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
図
書
館
の
２

階
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ（
言
語
開
発
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
施

設
を
作
り
、
英
語
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
好
評
で
、
医
学

部
に
も
も
う
す
ぐ
出
来
上
が
り
ま
す
。
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
に
従
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

も
積
極
的
に
予
算
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一つ

の
声
を
聞
く
機
会
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　本
学
で
は
２
年
ほ
ど
前
に
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｓ
Ａ
）」
と
い
う
制
度
を

作
り
ま
し
た
。
学
生
が
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
後
輩
学
生
の
学
習
支
援
や
、
入
試
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
大

学
の
運
営
に
参
加
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
後
は

Ｓ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
伝

え
共
有
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
、
次
に
つ
な
が

る
活
動
に
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
野

　私自
身
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
の
Ｓ
Ａ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
皆
で
考

え
て
実
現
で
き
る
の
で
や
り
が
い
も
あ
る
し
、

面
白
い
で
す
。
た
だ
、
友
だ
ち
の
中
に
は
ハ
ブ

の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野
　グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
と
い
う
の
は
ど
ん

な
施
設
な
の
で
す
か
。

海
野

　留学
生
も
私
た
ち
日
本
人

の
学
生
も
自
由
に
出
入
り
で
き
る

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私

は
Ｓ
Ａ
に
な
る
前
か
ら
利
用
し
て

い
た
の
で
す
が
、
英
語
を
話
せ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
ら
し
く
、
英
語
専
攻
以
外

の
友
だ
ち
を
誘
っ
て
も
な
か
な
か

来
て
く
れ
ま
せ
ん
。
留
学
生
の
皆

さ
ん
は
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を

求
め
て
い
ま
す
し
、
決
ま
っ
た
言

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
プ
ラ
ス
」
と
い
う
文
部
科

学
省
の
事
業
で
、
学
生
に
海
外
で
学
ん
で
も
ら

う
機
会
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
海
北
陸
の
国
立
大
学
で
は
本
学
が
唯
一
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
去
年
は
２
０
０
人
近
く
の

学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し
ま
し
た
。

清
水

　私も
去
年
、
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学

を
２
週
間
訪
問
し
、
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
つ

け
て
行
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
し

ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
通
い

リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
自
主
学
習
を

し
て
い
ま
す
。

菅
野
　私
は
医
学
部
で
E
Ｃ
Ｓ
と
い
う
英
語
で

の
医
療
面
接
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

サ
ー
ク
ル
の
学
生
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

外
国
人
の
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
た
り
、
海
外
の
研
究
論
文
を
読
ん
だ
り
、

発
表
を
す
る
た
め
に
英
語
は
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

寺
岡
　英
語
に
関
し
て
は
他
の
大
学
と
比
べ
て

も
引
け
を
取
ら
な
い
優
秀
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ

と
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
大
学
に

入
る
と
生
活
面
や
経
済
面
な
ど
環
境
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
心
配
ご
と
な
ど
を
何
で
も
相
談
で
き
る
「
学

生
総
合
相
談
室
」
と
い
う
施
設
も
あ
る
の
で
、

気
軽
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
新
入
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お

願
い
し
ま
す
。

海
野

　友達
作
り
や
勉
強
、
授
業
関
係
の
こ

と
な
ど
、
高
校
ま
で
と
違
う
点
も
多
く
、
悩
む

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
を
頼
り
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野
　大
学
生
活
は
自
由
な
の
で
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
繋
が
り
が

で
き
、
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

清
水

　
だ
ら
だ
ら
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
目
標

を
持
っ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

「
留
学
生
と
熱
い
思
い
を
語
り
合
う
」
こ
と
を

目
標
に
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

寺
岡
　先
輩
の
皆
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
大

切
に
、
一
人
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
や

先
輩
、
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら

充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

理事（教育・学生担当）・
副学長

寺岡 英男先生

教育地域科学部
学校教育課程4年

海野 佳子さん

医学部医学科5年

菅野 徹さん

工学部物理工学科4年

清水 洸佑さん

［参加者］

今年も新入生を迎える季節になりました。高校と大学の違いや、大学生として必要な心構え、
充実した大学生活のために大学が取り組んでいる改革などについて、副学長で教育・学生担当
理事の寺岡先生と先輩学生にお話を聞きました。

高
校
と
大
学
、
学
び
の
違
い

社
会
人
と
し
て
基
礎
力
を
つ
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性

充実した大学生活のために
̶福井大学の取り組み̶

副学長×学生 座談会
海
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
教
育

海野さん

寺岡先生

菅野さん

清水さん 海野さん

寺岡先生

菅野さん

清水さん

89

な
く
で
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

寺
岡
　科
目
数
も
多
い
で
す
し
、
は
じ
め
か
ら

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
学
び
を
進
め
る
の
は
確

か
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る

改
革
の
一
つ
と
し
て
、
共
通
科
目
の
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
一つ
の

科
目
を
一
人
の
先
生
が
担
当
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
例
え
ば
「
持
続
可
能
な
社
会
環
境
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
関
連
す
る
科
目
群
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
複

数
の
先
生
が
担
当
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

菅
野

共
通
科
目
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
は
非
常
に
良
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
岡
　現
在
、
大
学
に
は
、
専
門
の
技
術
や

知
識
を
学
び
、
社
会
で
活
躍
す
る
職
業
人
と
し

て
の
力
と
、
一
人
の
市
民
と
し
て
社
会
に
参
加

し
、
貢
献
し
て
い
く
力
を
と
も
に
身
に
着
け
る

た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
教
育
改
革
を
進
め
る
中
で
も
、
皆
さ
ん

寺
岡
　高
校
で
は
基
本
的
に
学
ぶ
範
囲
や
内
容

が
決
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
の
場

合
は
共
通
教
育
と
専
門
教
育
に
分
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
自
分
の
目

的
や
関
心
に
沿
っ
て
主
体
的
に
「
学
習
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
実
際
に
入
学
し
て
み
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

海
野

　大学
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
試
験
に
緊
張

感
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
進

路
の
こ
と
な
ど
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

菅
野

多
種
多
様
な
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
意
見
を
発
信
す
る
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど

社
会
人
と
接
す
る
機
会
を
今
以
上
に
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

清
水

　大学
に
は
履
修
登
録
が
あ
っ
て
、
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
最
初
の
一
歩
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
入
学
し
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
し
っ
か
り
設
計
す
る
と
い
う

よ
り
、
ま
わ
り
の
友
人
に
合
わ
せ
た
り
、
何
と

理事（教育・学生担当）・
副学長

寺岡 英男先生

教育地域科学部
学校教育課程4年

海野 佳子さん

医学部医学科5年
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工学部物理工学科4年

清水 洸佑さん
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今年も新入生を迎える季節になりました。高校と大学の違いや、大学生として必要な心構え、
充実した大学生活のために大学が取り組んでいる改革などについて、副学長で教育・学生担当
理事の寺岡先生と先輩学生にお話を聞きました。

高
校
と
大
学
、
学
び
の
違
い

社
会
人
と
し
て
基
礎
力
を
つ
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性

充実した大学生活のために充実した大学生活のために充実した大学生活のために充実した大学生活のために
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な
く
で
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

寺
岡
　科
目
数
も
多
い
で
す
し
、
は
じ
め
か
ら

自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
学
び
を
進
め
る
の
は
確

か
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る

改
革
の
一
つ
と
し
て
、
共
通
科
目
の
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
一つ
の

科
目
を
一
人
の
先
生
が
担
当
し
て
い
る
わ
け
で

す
が
、
例
え
ば
「
持
続
可
能
な
社
会
環
境
」
と

い
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
関
連
す
る
科
目
群
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、
複

数
の
先
生
が
担
当
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

菅
野
　共
通
科
目
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
は
非
常
に
良
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。

寺
岡
　現
在
、
大
学
に
は
、
専
門
の
技
術
や

知
識
を
学
び
、
社
会
で
活
躍
す
る
職
業
人
と
し

て
の
力
と
、
一
人
の
市
民
と
し
て
社
会
に
参
加

し
、
貢
献
し
て
い
く
力
を
と
も
に
身
に
着
け
る

た
め
の
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
教
育
改
革
を
進
め
る
中
で
も
、
皆
さ
ん

寺
岡
　高
校
で
は
基
本
的
に
学
ぶ
範
囲
や
内
容

が
決
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
学
の
場

合
は
共
通
教
育
と
専
門
教
育
に
分
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
自
分
の
目

的
や
関
心
に
沿
っ
て
主
体
的
に
「
学
習
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
実
際
に
入
学
し
て
み
て
、
ど
ん
な
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
か
。

海
野

　大学
で
は
一
つ
ひ
と
つ
の
試
験
に
緊
張

感
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
進

路
の
こ
と
な
ど
、
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

菅
野
　多
種
多
様
な
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
意
見
を
発
信
す
る
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど

社
会
人
と
接
す
る
機
会
を
今
以
上
に
増
や
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

清
水

　大学
に
は
履
修
登
録
が
あ
っ
て
、
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
最
初
の
一
歩
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
入
学
し
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
く
、
し
っ
か
り
設
計
す
る
と
い
う

よ
り
、
ま
わ
り
の
友
人
に
合
わ
せ
た
り
、
何
と

語
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
て
、
お
互
い
を
高
め
合
え
る
場
所
と
し
て

使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

寺
岡
　工
学
部
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、
週
２
回

の
実
践
的
な
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育
と
違
っ
て
、
実
際
に
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
数

を
増
や
し
、
少
人
数
で
の
丁
寧
な
教
育
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
教
育
地
域
科
学
部
も
こ

の
４
月
か
ら
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
は
じ
め
ま
す
の

で
、
学
生
さ
ん
の
英
語
に
対
す
る
認
識
も
か
な

り
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　ま
た
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
図
書
館
の
２

階
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ（
言
語
開
発
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
施

設
を
作
り
、
英
語
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
好
評
で
、
医
学

部
に
も
も
う
す
ぐ
出
来
上
が
り
ま
す
。
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
に
従
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

も
積
極
的
に
予
算
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一つ

の
声
を
聞
く
機
会
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　本
学
で
は
２
年
ほ
ど
前
に
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｓ
Ａ
）」
と
い
う
制
度
を

作
り
ま
し
た
。
学
生
が
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
後
輩
学
生
の
学
習
支
援
や
、
入
試
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
大

学
の
運
営
に
参
加
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
後
は

Ｓ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
伝

え
共
有
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
、
次
に
つ
な
が

る
活
動
に
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
野

　私自
身
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
の
Ｓ
Ａ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
皆
で
考

え
て
実
現
で
き
る
の
で
や
り
が
い
も
あ
る
し
、

面
白
い
で
す
。
た
だ
、
友
だ
ち
の
中
に
は
ハ
ブ

の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野
　グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
と
い
う
の
は
ど
ん

な
施
設
な
の
で
す
か
。

海
野

　留学
生
も
私
た
ち
日
本
人

の
学
生
も
自
由
に
出
入
り
で
き
る

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私

は
Ｓ
Ａ
に
な
る
前
か
ら
利
用
し
て

い
た
の
で
す
が
、
英
語
を
話
せ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
ら
し
く
、
英
語
専
攻
以
外

の
友
だ
ち
を
誘
っ
て
も
な
か
な
か

来
て
く
れ
ま
せ
ん
。
留
学
生
の
皆

さ
ん
は
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を

求
め
て
い
ま
す
し
、
決
ま
っ
た
言

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
プ
ラ
ス
」
と
い
う
文
部
科

学
省
の
事
業
で
、
学
生
に
海
外
で
学
ん
で
も
ら

う
機
会
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
海
北
陸
の
国
立
大
学
で
は
本
学
が
唯
一
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
去
年
は
２
０
０
人
近
く
の

学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し
ま
し
た
。

清
水

　私も
去
年
、
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学

を
２
週
間
訪
問
し
、
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
つ

け
て
行
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
し

ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
通
い

リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
自
主
学
習
を

し
て
い
ま
す
。

菅
野
　私
は
医
学
部
で
E
Ｃ
Ｓ
と
い
う
英
語
で

の
医
療
面
接
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

サ
ー
ク
ル
の
学
生
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

外
国
人
の
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
た
り
、
海
外
の
研
究
論
文
を
読
ん
だ
り
、

発
表
を
す
る
た
め
に
英
語
は
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

寺
岡
　英
語
に
関
し
て
は
他
の
大
学
と
比
べ
て

も
引
け
を
取
ら
な
い
優
秀
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ

と
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
大
学
に

入
る
と
生
活
面
や
経
済
面
な
ど
環
境
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
心
配
ご
と
な
ど
を
何
で
も
相
談
で
き
る
「
学

生
総
合
相
談
室
」
と
い
う
施
設
も
あ
る
の
で
、

気
軽
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
新
入
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お

願
い
し
ま
す
。

海
野

　友達
作
り
や
勉
強
、
授
業
関
係
の
こ

と
な
ど
、
高
校
ま
で
と
違
う
点
も
多
く
、
悩
む

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
を
頼
り
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野
　大
学
生
活
は
自
由
な
の
で
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
繋
が
り
が

で
き
、
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

清
水

　
だ
ら
だ
ら
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
目
標

を
持
っ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

「
留
学
生
と
熱
い
思
い
を
語
り
合
う
」
こ
と
を

目
標
に
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

寺
岡
　先
輩
の
皆
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
大

切
に
、
一
人
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
や

先
輩
、
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら

充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

理事（教育・学生担当）・
副学長

寺岡 英男先生

教育地域科学部
学校教育課程4年
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今年も新入生を迎える季節になりました。高校と大学の違いや、大学生として必要な心構え、
充実した大学生活のために大学が取り組んでいる改革などについて、副学長で教育・学生担当
理事の寺岡先生と先輩学生にお話を聞きました。

高
校
と
大
学
、
学
び
の
違
い

社
会
人
と
し
て
基
礎
力
を
つ
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性

充実した大学生活のために
̶福井大学の取り組み̶
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語
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
て
、
お
互
い
を
高
め
合
え
る
場
所
と
し
て

使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

寺
岡
　工
学
部
で
は
昨
年
４
月
か
ら
、
週
２
回

の
実
践
的
な
英
語
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
英
語
教
育
と
違
っ
て
、
実
際
に
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
数

を
増
や
し
、
少
人
数
で
の
丁
寧
な
教
育
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
教
育
地
域
科
学
部
も
こ

の
４
月
か
ら
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
は
じ
め
ま
す
の

で
、
学
生
さ
ん
の
英
語
に
対
す
る
認
識
も
か
な

り
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　ま
た
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
図
書
館
の
２

階
に
Ｌ
Ｄ
Ｃ（
言
語
開
発
セ
ン
タ
ー
）
と
い
う
施

設
を
作
り
、
英
語
が
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
好
評
で
、
医
学

部
に
も
も
う
す
ぐ
出
来
上
が
り
ま
す
。
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
に
従
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
国

も
積
極
的
に
予
算
を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一つ

の
声
を
聞
く
機
会
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　本
学
で
は
２
年
ほ
ど
前
に
「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン

ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｓ
Ａ
）」
と
い
う
制
度
を

作
り
ま
し
た
。
学
生
が
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
後
輩
学
生
の
学
習
支
援
や
、
入
試
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
大

学
の
運
営
に
参
加
す
る
仕
組
み
で
す
。
今
後
は

Ｓ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
伝

え
共
有
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
、
次
に
つ
な
が

る
活
動
に
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
野

　私自
身
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
の
Ｓ
Ａ

を
や
っ
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
を
皆
で
考

え
て
実
現
で
き
る
の
で
や
り
が
い
も
あ
る
し
、

面
白
い
で
す
。
た
だ
、
友
だ
ち
の
中
に
は
ハ
ブ

の
存
在
を
知
ら
な
い
人
も
多
く
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
ブ
と
い
う
の
は
ど
ん

な
施
設
な
の
で
す
か
。

海
野

　留学
生
も
私
た
ち
日
本
人

の
学
生
も
自
由
に
出
入
り
で
き
る

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

で
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私

は
Ｓ
Ａ
に
な
る
前
か
ら
利
用
し
て

い
た
の
で
す
が
、
英
語
を
話
せ
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
ら
し
く
、
英
語
専
攻
以
外

の
友
だ
ち
を
誘
っ
て
も
な
か
な
か

来
て
く
れ
ま
せ
ん
。
留
学
生
の
皆

さ
ん
は
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を

求
め
て
い
ま
す
し
、
決
ま
っ
た
言

が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
30
プ
ラ
ス
」
と
い
う
文
部
科

学
省
の
事
業
で
、
学
生
に
海
外
で
学
ん
で
も
ら

う
機
会
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

東
海
北
陸
の
国
立
大
学
で
は
本
学
が
唯
一
の
指

定
を
受
け
て
お
り
、
去
年
は
２
０
０
人
近
く
の

学
生
を
海
外
へ
送
り
出
し
ま
し
た
。

清
水

　私も
去
年
、
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学

を
２
週
間
訪
問
し
、
自
分
た
ち
で
課
題
を
見
つ

け
て
行
動
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
践
し

ま
し
た
。
こ
の
留
学
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
英
語
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、Ｌ
Ｄ
Ｃ
に
通
い

リ
ス
ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
自
主
学
習
を

し
て
い
ま
す
。

菅
野

私
は
医
学
部
で
E
Ｃ
Ｓ
と
い
う
英
語
で

の
医
療
面
接
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

サ
ー
ク
ル
の
学
生
代
表
を
し
て
い
ま
す
。
将
来
、

外
国
人
の
患
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
た
り
、
海
外
の
研
究
論
文
を
読
ん
だ
り
、

発
表
を
す
る
た
め
に
英
語
は
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

寺
岡
　英
語
に
関
し
て
は
他
の
大
学
と
比
べ
て

も
引
け
を
取
ら
な
い
優
秀
な
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ

と
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
大
学
に

入
る
と
生
活
面
や
経
済
面
な
ど
環
境
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
心
配
ご
と
な
ど
を
何
で
も
相
談
で
き
る
「
学

生
総
合
相
談
室
」
と
い
う
施
設
も
あ
る
の
で
、

気
軽
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　最
後
に
新
入
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
お

願
い
し
ま
す
。

海
野

　友達
作
り
や
勉
強
、
授
業
関
係
の
こ

と
な
ど
、
高
校
ま
で
と
違
う
点
も
多
く
、
悩
む

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
を
頼
り
な
が
ら
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

菅
野

大
学
生
活
は
自
由
な
の
で
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
に
情
熱
を
注
い
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ

れ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
繋
が
り
が

で
き
、
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

清
水

　
だ
ら
だ
ら
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
目
標

を
持
っ
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

「
留
学
生
と
熱
い
思
い
を
語
り
合
う
」
こ
と
を

目
標
に
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

寺
岡
　先
輩
の
皆
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
大

切
に
、
一
人
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
仲
間
や

先
輩
、
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら

充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
教
育

寺岡先生

菅野さん

清水清水さん

寺岡先生寺岡先生寺岡先生寺岡先生寺岡先生寺岡先生寺岡先生寺岡先生

菅野さん菅野さん菅野さん菅野さん菅野さん菅野さん菅野さん菅野さん

清水清水清水清水清水清水清水さんさんさんさんさんさん



　厳し
か
っ
た
冬
も
過
ぎ
、心
浮
き
立
つ
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　新た
な
学
年
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
の
春
に
、
皆
さ
ん
に
思
い
出

し
て
欲
し
い
人
が
い
ま
す
。
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
で
す
。

　憶え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
女
性
に
は
教
育
を
受

け
る
機
会
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、

マ
ラ
ラ
さ
ん
は
女
性
に
も
教
育
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
、

イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
パ
キ
ス
タ
ン
・
タ
リ
バ
ン
運
動
（
T
T
P
）

が
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
発
言
を
や
め
な
い
と
殺

す
と
脅
さ
れ
て
も
主
張
を
変
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
2
0
1
2
年

に
T
T
P
の
メ
ン
バ
ー
に
襲
撃
さ
れ
、
銃
で
頭
を
撃
た
れ
ま
し
た

が
、
幸
運
に
も
一
命
を
取
り
留
め
、
2
0
1
3
年
、
15
歳
と
い

う
若
さ
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
上

に
公
開
さ
れ
て
い
る
2
0
1
3
年
7
月
の
国
連
で
の
彼
女
の
演

説
の
一
節
で
す
。

　
「
親
愛
な
る
み
な
さ
ん
、
2
0
1
2
年
10
月
9
日
、
タ
リ
バ
ン

は
私
の
額
の
左
側
を
銃
で
撃
ち
ま
し
た
。（
中
略
）
彼
ら
は
銃
弾

で
私
た
ち
を
黙
ら
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
。
で
も
失
敗
し
ま
し

た
。（
中
略
）
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
は
私
た
ち
の
目
的
を
変
更
さ
せ
、

志
を
阻
止
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
の
人
生

で
変
わ
っ
た
も
の
は
何
一つ
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
も
の
を
除
い
て
、

で
す
。
私
の
中
で
弱
さ
、恐
怖
、絶
望
が
死
に
ま
し
た
。
強
さ
、力
、

そ
し
て
勇
気
が
生
ま
れ
た
の
で
す
」

　16歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
少
女
の
、
何
と
い
う
強
さ
で
し
ょ

う
!!

　彼女
の
生
き
様
に
は
、「
教
育
が
第
一
」、「
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ

て
真
理
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
信
念
が
貫
か
れ
て
い
ま

す
。
マ
ラ
ラ
さ
ん
の
こ
の
生
き
様
、信
念
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
、
皆
さ
ん
が
せ
っ
か
く
手
に

入
れ
た
福
井
大
学
で
の
教
育
・
研
究
の
機
会
を
自
ら
放
棄
す
る

よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
の
機
会
を
最
大
限
に
活
用
し
、

意
欲
を
持
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　皆さ
ん
。
福
井
大
学
で
の
主
体
的
な
学
び
を
通
し
て
、
自
分

自
身
の
道
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。
自
分
が
一
生
懸
命
に
な
れ
る
こ

と
、
卒
業
後
そ
れ
を
用
い
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
も
の
を

見
つ
け
て
下
さ
い
。

　皆さ
ん
の
今
後
の
素
晴
ら
し
い
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

眞弓 光文学長

10

新たな始まりの
時を迎えて

意欲を持って勉学に励んで下さい

主体的な学びを通して
自分自身の道を
見つけて下さい。
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　幾
何
学
を
は
じ
め
と
す
る
「
数
学
」
に

興
味
を
持
っ
た
大
き
な
理
由
は
、「
趣
味
」

に
よ
っ
て
で
す
。
小
中
学
時
代
か
ら
、
昆
虫

の
創
作
折
り
紙
を
し
た
り
、
マ
ジ
ッ
ク
や

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
チ
ェ
ス
な
ど
に
凝
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
突
き
詰
め
て
辿
り
着
い

た
の
が「
数
学
」で
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
探
究
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
興
味
が
広
が
れ

ば
視
野
が
広
が
り
、
人
間
と
し
て
の
幅
も

広
が
り
ま
す
。
自
分
が
歩
む
道
も
き
っ
と

見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。

作
る
方
法
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
は
学
生
と
と
も
に
、
そ
の
次
に
作
図
可

能
な
多
角
形
を
折
り
紙
を
用
い
て
作
る
こ

と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　正
19
角
形
の
次
に
折
り
紙
で
作
図
可
能

な
正
素
数
多
角
形
は
正
37
角
形
で
す
。
ま

ず
、
複
雑
な
代
数
方
程
式
を
解
き
、
折
り

紙
を
折
る
辺
の
長
さ
や
角
度
を
導
き
出
し

ま
す
。
次
に
35
㎝
四
方
の
大
き
な
折
り
紙

を
４
つ
折
り
に
し
て
ｘ
ｙ
軸
の
座
標
に
見
立

て
、
方
程
式
に
従
っ
て
ど
の
点
・
線
を
、

ど
の
順
序
で
折
る
か
設
計
図
を
作
図
し
て
い

き
ま
し
た
。
方
程
式
を
折
り
紙
に
置
き
換

え
る
際
に
も
平
方
根
や
立
方
根
を
計
算
す

る
複
雑
な
過
程
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
正

37
角
形
が
実
現
で
き
た
と
き
は
１
つ
の
山
を

登
っ
た
よ
う
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　最
近
で
は
、
同
じ
よ
う
に
正
73
角
形
の

作
図
を
導
き
出
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
知

ら
れ
て
い
な
い
公
式
や
定
理
を
地
道
に
導
き

だ
し
て
い
く
こ
と
は
、
数
学
者
と
し
て
の
大

き
な
楽
し
み
の
一つ
で
す
。

　正
素
数
多
角
形
の
作
図
に
関
し
て
は
、

２
０
０
０
年
代
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
数
学
者

が
正
13
、
17
、
19
角
形
ま
で
を
折
り
紙
で

　平
面
図
形
や
立
体
な
ど
様
々
な
図
形
や

空
間
の
性
質
に
つ
い
て
探
究
す
る
「
幾
何

学
」。
福
井
大
学
で
は
教
員
を
養
成
す
る
学

部
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
で
も

興
味
を
持
て
る
題
材
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
折
り
紙
」
は
数
学
的
に
見
て

と
て
も
奥
が
深
い
題
材
で
す
。
小
中
高
校
の

数
学
で
作
図
を
習
う
際
に
は
、
定
規
と
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
誕
生
し
た
方
法
で
、

三
角
形
や
五
角
形
を
描
く
こ
と
は
可
能
で

す
が
、
七
角
形
や
九
角
形
は
作
図
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
折
り
紙
を
使
用
す
る
と

こ
れ
ら
を
作
図
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
１
９
８
０
〜
9
0
年
代
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
折
り
紙
の
作
図
可

能
性
は
非
常
に
広
い
の
で
す
。

視
野
を
広
く
過
ご
し
て
ほ
し
い

新
た
な
作
図
に
挑
戦

身近な題材から
数学を見つめる

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
で
す
。
多
忙
で
し
ば
ら
く
趣

味
は
封
印
し
て
い
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
の
数
理
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
い

て
い
る
学
生
の
影
響
で
熱
が
復
活
！
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
数
学
的
要
素

が
絡
ん
で
い
ま
す
よ
。

「
折
り
紙
」の
作
図
可
能
性

数学的視点から折り紙を見ています

研究者紹介あなたの知的好奇心を刺激！

西村 保三 先生

Yasuzo Nishimura

教育地域科学部
理数教育講座

正37角形を折るための設計図
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四
方
の
大
き
な
折
り
紙

を
４
つ
折
り
に
し
て
ｘ
ｙ
軸
の
座
標
に
見
立

て
、
方
程
式
に
従
っ
て
ど
の
点
・
線
を
、

ど
の
順
序
で
折
る
か
設
計
図
を
作
図
し
て
い

き
ま
し
た
。
方
程
式
を
折
り
紙
に
置
き
換

え
る
際
に
も
平
方
根
や
立
方
根
を
計
算
す

る
複
雑
な
過
程
を
経
る
必
要
が
あ
り
、
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
正

37
角
形
が
実
現
で
き
た
と
き
は
１
つ
の
山
を

登
っ
た
よ
う
な
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

　最
近
で
は
、
同
じ
よ
う
に
正
73
角
形
の

作
図
を
導
き
出
し
ま
し
た
。
今
ま
で
に
知

ら
れ
て
い
な
い
公
式
や
定
理
を
地
道
に
導
き

だ
し
て
い
く
こ
と
は
、
数
学
者
と
し
て
の
大

き
な
楽
し
み
の
一つ
で
す
。

　正
素
数
多
角
形
の
作
図
に
関
し
て
は
、

２
０
０
０
年
代
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
数
学
者

が
正
13
、
17
、
19
角
形
ま
で
を
折
り
紙
で

　平
面
図
形
や
立
体
な
ど
様
々
な
図
形
や

空
間
の
性
質
に
つ
い
て
探
究
す
る
「
幾
何

学
」。
福
井
大
学
で
は
教
員
を
養
成
す
る
学

部
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
で
も

興
味
を
持
て
る
題
材
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
「
折
り
紙
」
は
数
学
的
に
見
て

と
て
も
奥
が
深
い
題
材
で
す
。
小
中
高
校
の

数
学
で
作
図
を
習
う
際
に
は
、
定
規
と
コ

ン
パ
ス
を
使
っ
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
、古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
誕
生
し
た
方
法
で
、

三
角
形
や
五
角
形
を
描
く
こ
と
は
可
能
で

す
が
、
七
角
形
や
九
角
形
は
作
図
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
折
り
紙
を
使
用
す
る
と

こ
れ
ら
を
作
図
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
が
１
９
８
０
〜
9
0
年
代
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
折
り
紙
の
作
図
可

能
性
は
非
常
に
広
い
の
で
す
。

視
野
を
広
く
過
ご
し
て
ほ
し
い

新
た
な
作
図
に
挑
戦

身近な題材から
数学を見つめる

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
で
す
。
多
忙
で
し
ば
ら
く
趣

味
は
封
印
し
て
い
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
の
数
理
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を
書
い

て
い
る
学
生
の
影
響
で
熱
が
復
活
！
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
数
学
的
要
素

が
絡
ん
で
い
ま
す
よ
。

「
折
り
紙
」の
作
図
可
能
性

数学的視点から折り紙を見ています

研究者紹介あなたの知的好奇心を刺激！ 研究者紹介
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正37角形を折るための設計図



が
得
ら
れ
た
り
、
学
習
の
意
識
が
変
わ
っ
た
り

し
ま
す
。
是
非
、
学
び
や
研
究
を
社
会
と
近
い

場
所
で
経
験
で
き
る
機
会
と
し
て
活
用
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。

　ま
た
、
本
学
の
卒
業
生
も
技
術
相
談
に
来

ま
す
。
特
に
企
業
で
は
ど
う
し
て
も
追
え
な
い

基
礎
科
学
的
な
要
素
を
明
確
に
す
る
と
、
今

ま
で
進
ま
な
か
っ
た
技
術
開
発
が
進
ん
だ
り
、

品
質
が
向
上
し
た
り
と
、
成
果
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
基
礎
科
学
的
な
部
分
の
解
決
は
、
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
実
は
長
期
の
利
益
へ
と

繋
が
り
ま
す
。

　産
学
官
連
携
本
部
は
、
学
生
や
企
業
人
、

教
員
、
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
持
ち
込

み
、
知
識
や
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新

た
な
研
究
と
な
り
、
成
果
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。「
邪
魔
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と

思
わ
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
疑
問
を
ど
ん
ど
ん
持

ち
込
ん
で
下
さ
い
。

を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
室
に
い
ま
し
た
。
こ

の
分
野
は
理
論
と
実
践
が
非
常
に
近
く
、
企
業

に
就
職
し
た
先
輩
が
頻
繁
に
教
員
の
と
こ
ろ
に

質
問
に
来
る
な
ど
、「
企
業
と
の
共
同
研
究
」

が
全
く
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
自
然

と
企
業
の
方
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
経
験
か
ら
「
企
業
の
人
が
や
っ
て
み

た
い
け
ど
や
れ
な
い
テ
ー
マ
で
、
独
自
の
こ
と

は
何
だ
ろ
う
？
」
と
始
め
た
研
究
は
、
そ
の
後

価
値
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
企
業
の
方
々
の
支

援
に
よ
り
成
果
と
な
り
、
産
学
官
連
携
の
輪
と

な
っ
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　研
究
を
仕
事
に
す
る
時
に
は
、
内
容
に
価

値
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
価
値
が

あ
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
他
人
が
認
め

て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
産
学
官
連
携
で
は
他

者
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
返
っ
て
く
る
た

め
、
厳
し
い
反
面
、
自
分
の
研
究
の
価
値
を

よ
り
広
い
社
会
の
中
で
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
目
的
が
は
っ
き
り
す
る
と
、

「
失
敗
」
と
思
っ
て
い
た
結
果
も
「
何
か
別
の

視
点
で
見
れ
ば
役
立
つ
も
の
だ
」
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　本
学
の
産
学
官
連
携
活
動
に
は
、
２
０
０

を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
、
人
材
育
成
や
共

同
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な

さ
ん
も
在
学
中
に
産
業
界
と
触
れ
る
機
会
が

多
い
の
で
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
が
学
ん
で
い
る
講
義
や
実
験
が

ど
う
繋
が
る
か
な
ど
、
将
来
の
自
分
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
就
職
活
動
の
ヒ
ン
ト

く
の
フ
ッ
素
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
が

も
と
も
と
持
つ
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
く
微
量
で
も
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
新
材
料
開
発
の
「
か

く
し
味
」
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
極
を
ミ
ク
ロ
に

観
察
す
る
と
図
１
の
よ
う
に
、
小
さ
な
区
画
が

寄
せ
集
ま
っ
て
ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

微
量
の
フ
ッ
素
を
そ
の
表
面
や
区
画
の
境
界
に

配
置
す
る
と
、
フ
ッ
素
が
電
子
を
引
き
つ
け
、

め
っ
き
の
よ
う
な
表
面
保
護
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
す
る
と
電
池
と
し
て
長
持
ち
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
大
容
量
で
安
全
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
が
実
現
で
き
、
電
気
自
動
車
や
家
庭

用
蓄
電
池
の
普
及
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　私
は
学
生
時
代
、
電
池
を
含
む
電
気
化
学

　私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
物
質
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
秘
め
ら
れ
た
能
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
材

料
設
計
の
面
白
さ
で
す
。
私
が
今
、
注
目
し
て

い
る
の
は
、
電

子
を
引
き
つ
け

る
力
（
電
気
陰

性
度
）が
強
く
、

一
旦
結
合
す
る

と
な
か
な
か
変

化
し
な
い
と
い

う
特
性
を
も
つ

フ
ッ
素
で
す
。

強
力
に
水
や
油

を
は
じ
く
フ
ラ

イ
パ
ン
や
鍋
の

加
工
に
は
、
多

ケ
ー
キ
や
お
菓
子
作
り
が
趣
味
で
す
。
化

学
実
験
の
手
順
と
基
本
動
作
が
似
て
い
る

の
で
、
化
学
系
の
研
究
者
で
料
理
を
す
る

人
は
多
い
で
す
。
娘
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

社会に価値を認められた研究で
電池の限界を超える

研究者紹介

万
人
程
度
も
存
在
し
、あ
な
た
の
精
液
に
精
子

が
必
ず
存
在
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら

の
原
因
は
様
々
で
す
が
、精
子
に
と
っ
て
最
適

温
度
は
34
℃
で
あ
り
、精
巣
を
体
温
以
上
に
温

め
な
い
よ
う
、男
性
は
ぴ
っ
た
り
し
た
下
着
を

着
用
し
続
け
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。さ
ら

に
、小
児
が
ん
の
既
往
が
あ
る
男
女
、早
産
で
誕

生
し
た
女
性
な
ど
は
、で
き
れ
ば
で
き
る
だ
け

早
く
妊
娠
、出
産
で
き
る
よ
う
自
己
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。妊
孕
性（
妊
娠
で

き
る
・さ
せ
る
能
力
）研
究
は
、少
し
ず
つ
進
ん

で
い
ま
す
が
、私
は
こ
れ
ら
、既
往
症
や
生
活
習

慣（
喫
煙
は
男
女
の
妊
孕
性
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
よ
）と
妊
孕
能
の
関
連
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

　女
性
の
卵
の
も
と
に
な
る
原
始
卵
胞
は
、図
の

通
り
、胎
児
時
期
が
最
も
多
く
７
０
０
万
個
も

あ
り
ま
す
が
、誕
生
時
に
は
２
０
０
万
個
ま
で
減

少
し
、20
歳
で
は
そ
の
１
／
10
程
度
の
30
万
個
、

35
歳
で
は
１
／
1
0
0
の
２
〜
３
万
個
ま
で
減

少
し
ま
す
。毎
月
１
個
の
排
卵
の
た
め
に
は
１
０

０
０
個
程
度
の
他
の
卵
の
力
が
必
要
で
、１
か
月

ご
と
に
約
１
０
０
０
個
ず
つ
卵
が
消
滅
し
ま
す
。

卵
巣
に
残
っ
て
い
る
卵
数
は
ア
ン
チ
ミ
ュ
ー
ラ
リ

ア
ン
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
血
液
検
査
で
測
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、女
性
は
閉
経
10
年
前
か
ら
妊

娠
は
不
可
能
と
な
る
た
め
、月
経
が
あ
る
間
は

妊
娠
で
き
る
と
い
う
考
え
は
誤
り
で
す
。

　次
に
、現
代
男
性
の
精
液
中
の
精
子
数
は
明

治
時
代
か
ら
比
べ
る
と
半
減
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。精
子
が
存
在
し
な
い
無
精
子
症
や
、精

子
数
が
少
な
い
乏
精
子
症
の
男
性
は
推
定
60

　平
成
24
年
に
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
は
約
１

０
３
万
人
。そ
の
う
ち
、何
ら
か
の
生
殖
医
療

を
受
け
て
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
約
３
万
人

に
上
り
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
を
積
む
女
性
の
出

産
年
齢
の
上
昇
や
、小
児
期
が
ん
や
若
年
期

が
ん
に
よ
る
生
殖
機
能
障
害
に
よ
り
望
ん
で

も
子
ど
も
を
持
て
な
い
男
女
は
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
。生
殖
医
療
技
術
は
進
歩
し
ま
し

た
が
、子
ど
も
を
希
望
し
、治
療
を
行
っ
て
い

る
カ
ッ
プ
ル
が
子
ど
も
を
授
か
る
確
率
は

数
％
か
ら
十
数
％
で
す
。こ
れ
ら
の
現
状
を

10
代
か
ら
理
解
し
、将
来
、望
ん
だ
時
に
健
康

な
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
、心
か
ら

「
産
む
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
」「
親
に
な
り
子
ど

も
を
愛
し
た
い
」と
思
え
る
不
妊
予
防
の
視

点
で
行
う
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

教
育
が
、今
、特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「産むってすばらしい！」と思える
ファティリティ・アウェアネス教育

東
京
都
内
で
仕
事
の
時
、
始
発
列
車
で
福

井
発̶

都
内
で
仕
事̶

横
浜
近
郊
の
自
宅

で
夕
食̶

新
横
浜̶

最
終
列
車
で
福
井
に

帰
れ
ま
す
。
列
車
内
で
仕
事
も
で
き
、
時

間
を
有
効
に
使
え
る
の
で
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
季
節
感
を
味
わ
え
る
和
服
が
好

き
で
す
。
着
る
と
、
と
て
も
よ
い
気
分
転

換
に
な
り
ま
す
。

フ
ッ
素
を
使
っ
て

物
質
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す

あなたの知的好奇心を刺激！

生
殖
医
療
の
限
界
を

今
か
ら
理
解
す
る
こ
と

あ
な
た
自
身
の
卵
、精
子
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か

産
学
官
で
研
究
の
価
値
を
高
め
る

将
来
の
自
分
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
す
る

　現
代
女
性
に
と
っ
て
、結
婚
、出
産
は
義
務

で
は
な
く
、自
己
決
定
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま

図1  微粒子粒界マッピング
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胎児期から閉経までの卵胞数の推移

0
胎生5週

原
始
卵
胞
の
数

胎生6週 出生 初経 20歳 閉経

30万

200万

700万

200万

400万

600万

800万

20歳の時点でこんなに
卵は少なくなっています。
ちょっとびっくりでは！

す
。結
婚
・
出
産
は
特
に
女
性
に
と
っ
て
は
リ

ス
ク
と
な
る
一
方
、カ
ッ
プ
ル
で
生
活
し
、妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
の
過
程
は
女
性
の
生
理
機

能
を
満
た
し
、女
性
を
大
き
く
成
長
さ
せ
ま

す
。一
方
、男
性
は
産
む
機
能
が
な
い
代
わ
り

に
、母
子
を
守
る
責
任
感
で
あ
る
父
性
が
発

達
し
、男
性
も
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

　「子
ど
も
を
産
む
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
」「
親

に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
」等
の
教
育
を
含

め
た
、子
ど
も
を
産
み
た
い
と
き
に
産
め
る
た

め
の
生
殖
に
関
す
る
知
識
を
持
ち
、行
動
で
き

る
た
め
の
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

教
育
が
思
春
期
の
男
女
に
必
要
で
あ
り
、そ
の

よ
う
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
発
中
で
す
。

　学
生
の
皆
さ
ん
も
今
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

検
討
し
、親
に
な
る
こ
と
と
仕
事
を
両
立
さ
せ

豊
か
な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

に
ん
よ
う
せ
い

Susumu Yonezawa

「
産
む
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
」と
思
え
る

フ
ァ
ティ
リ
テ
ィ・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
教
育

1213



が
得
ら
れ
た
り
、
学
習
の
意
識
が
変
わ
っ
た
り

し
ま
す
。
是
非
、
学
び
や
研
究
を
社
会
と
近
い

場
所
で
経
験
で
き
る
機
会
と
し
て
活
用
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。

　ま
た
、
本
学
の
卒
業
生
も
技
術
相
談
に
来

ま
す
。
特
に
企
業
で
は
ど
う
し
て
も
追
え
な
い

基
礎
科
学
的
な
要
素
を
明
確
に
す
る
と
、
今

ま
で
進
ま
な
か
っ
た
技
術
開
発
が
進
ん
だ
り
、

品
質
が
向
上
し
た
り
と
、
成
果
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
基
礎
科
学
的
な
部
分
の
解
決
は
、
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
実
は
長
期
の
利
益
へ
と

繋
が
り
ま
す
。

　産
学
官
連
携
本
部
は
、
学
生
や
企
業
人
、

教
員
、
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
持
ち
込

み
、
知
識
や
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
新

た
な
研
究
と
な
り
、
成
果
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。「
邪
魔
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と

思
わ
ず
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
疑
問
を
ど
ん
ど
ん
持

ち
込
ん
で
下
さ
い
。

を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
室
に
い
ま
し
た
。
こ

の
分
野
は
理
論
と
実
践
が
非
常
に
近
く
、
企
業

に
就
職
し
た
先
輩
が
頻
繁
に
教
員
の
と
こ
ろ
に

質
問
に
来
る
な
ど
、「
企
業
と
の
共
同
研
究
」

が
全
く
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
、
自
然

と
企
業
の
方
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
経
験
か
ら
「
企
業
の
人
が
や
っ
て
み

た
い
け
ど
や
れ
な
い
テ
ー
マ
で
、
独
自
の
こ
と

は
何
だ
ろ
う
？
」
と
始
め
た
研
究
は
、
そ
の
後

価
値
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
企
業
の
方
々
の
支

援
に
よ
り
成
果
と
な
り
、
産
学
官
連
携
の
輪
と

な
っ
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　研
究
を
仕
事
に
す
る
時
に
は
、
内
容
に
価

値
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
価
値
が

あ
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
他
人
が
認
め

て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
産
学
官
連
携
で
は
他

者
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
返
っ
て
く
る
た

め
、
厳
し
い
反
面
、
自
分
の
研
究
の
価
値
を

よ
り
広
い
社
会
の
中
で
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
目
的
が
は
っ
き
り
す
る
と
、

「
失
敗
」
と
思
っ
て
い
た
結
果
も
「
何
か
別
の

視
点
で
見
れ
ば
役
立
つ
も
の
だ
」
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　本
学
の
産
学
官
連
携
活
動
に
は
、
２
０
０

を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
、
人
材
育
成
や
共

同
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
み
な

さ
ん
も
在
学
中
に
産
業
界
と
触
れ
る
機
会
が

多
い
の
で
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
が
学
ん
で
い
る
講
義
や
実
験
が

ど
う
繋
が
る
か
な
ど
、
将
来
の
自
分
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
就
職
活
動
の
ヒ
ン
ト

く
の
フ
ッ
素
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
素
が

も
と
も
と
持
つ
力
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
ご
く
微
量
で
も
十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
新
材
料
開
発
の
「
か

く
し
味
」
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
極
を
ミ
ク
ロ
に

観
察
す
る
と
図
１
の
よ
う
に
、
小
さ
な
区
画
が

寄
せ
集
ま
っ
て
ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

微
量
の
フ
ッ
素
を
そ
の
表
面
や
区
画
の
境
界
に

配
置
す
る
と
、
フ
ッ
素
が
電
子
を
引
き
つ
け
、

め
っ
き
の
よ
う
な
表
面
保
護
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
す
る
と
電
池
と
し
て
長
持
ち
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
大
容
量
で
安
全
な
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
が
実
現
で
き
、
電
気
自
動
車
や
家
庭

用
蓄
電
池
の
普
及
に
貢
献
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　私
は
学
生
時
代
、
電
池
を
含
む
電
気
化
学

　私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
物
質
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
秘
め
ら
れ
た
能
力
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
材

料
設
計
の
面
白
さ
で
す
。
私
が
今
、
注
目
し
て

い
る
の
は
、
電

子
を
引
き
つ
け

る
力
（
電
気
陰

性
度
）が
強
く
、

一
旦
結
合
す
る

と
な
か
な
か
変

化
し
な
い
と
い

う
特
性
を
も
つ

フ
ッ
素
で
す
。

強
力
に
水
や
油

を
は
じ
く
フ
ラ

イ
パ
ン
や
鍋
の

加
工
に
は
、
多

ケ
ー
キ
や
お
菓
子
作
り
が
趣
味
で
す
。
化

学
実
験
の
手
順
と
基
本
動
作
が
似
て
い
る

の
で
、
化
学
系
の
研
究
者
で
料
理
を
す
る

人
は
多
い
で
す
。
娘
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

と
嬉
し
い
で
す
ね
。

社会に価値を認められた研究で
電池の限界を超える

研究者紹介

万
人
程
度
も
存
在
し
、あ
な
た
の
精
液
に
精
子

が
必
ず
存
在
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら

の
原
因
は
様
々
で
す
が
、精
子
に
と
っ
て
最
適

温
度
は
34
℃
で
あ
り
、精
巣
を
体
温
以
上
に
温

め
な
い
よ
う
、男
性
は
ぴ
っ
た
り
し
た
下
着
を

着
用
し
続
け
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。さ
ら

に
、小
児
が
ん
の
既
往
が
あ
る
男
女
、早
産
で
誕

生
し
た
女
性
な
ど
は
、で
き
れ
ば
で
き
る
だ
け

早
く
妊
娠
、出
産
で
き
る
よ
う
自
己
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。妊
孕
性（
妊
娠
で

き
る
・さ
せ
る
能
力
）研
究
は
、少
し
ず
つ
進
ん

で
い
ま
す
が
、私
は
こ
れ
ら
、既
往
症
や
生
活
習

慣（
喫
煙
は
男
女
の
妊
孕
性
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
よ
）と
妊
孕
能
の
関
連
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。

　女
性
の
卵
の
も
と
に
な
る
原
始
卵
胞
は
、図
の

通
り
、胎
児
時
期
が
最
も
多
く
７
０
０
万
個
も

あ
り
ま
す
が
、誕
生
時
に
は
２
０
０
万
個
ま
で
減

少
し
、20
歳
で
は
そ
の
１
／
10
程
度
の
30
万
個
、

35
歳
で
は
１
／
1
0
0
の
２
〜
３
万
個
ま
で
減

少
し
ま
す
。毎
月
１
個
の
排
卵
の
た
め
に
は
１
０

０
０
個
程
度
の
他
の
卵
の
力
が
必
要
で
、１
か
月

ご
と
に
約
１
０
０
０
個
ず
つ
卵
が
消
滅
し
ま
す
。

卵
巣
に
残
っ
て
い
る
卵
数
は
ア
ン
チ
ミ
ュ
ー
ラ
リ

ア
ン
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
血
液
検
査
で
測
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、女
性
は
閉
経
10
年
前
か
ら
妊

娠
は
不
可
能
と
な
る
た
め
、月
経
が
あ
る
間
は

妊
娠
で
き
る
と
い
う
考
え
は
誤
り
で
す
。

　次
に
、現
代
男
性
の
精
液
中
の
精
子
数
は
明

治
時
代
か
ら
比
べ
る
と
半
減
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。精
子
が
存
在
し
な
い
無
精
子
症
や
、精

子
数
が
少
な
い
乏
精
子
症
の
男
性
は
推
定
60

　平
成
24
年
に
誕
生
し
た
赤
ち
ゃ
ん
は
約
１

０
３
万
人
。そ
の
う
ち
、何
ら
か
の
生
殖
医
療

を
受
け
て
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
約
３
万
人

に
上
り
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
を
積
む
女
性
の
出

産
年
齢
の
上
昇
や
、小
児
期
が
ん
や
若
年
期

が
ん
に
よ
る
生
殖
機
能
障
害
に
よ
り
望
ん
で

も
子
ど
も
を
持
て
な
い
男
女
は
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
。生
殖
医
療
技
術
は
進
歩
し
ま
し

た
が
、子
ど
も
を
希
望
し
、治
療
を
行
っ
て
い

る
カ
ッ
プ
ル
が
子
ど
も
を
授
か
る
確
率
は

数
％
か
ら
十
数
％
で
す
。こ
れ
ら
の
現
状
を

10
代
か
ら
理
解
し
、将
来
、望
ん
だ
時
に
健
康

な
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
、心
か
ら

「
産
む
っ
て
す
ば
ら
し
い
！
」「
親
に
な
り
子
ど

も
を
愛
し
た
い
」と
思
え
る
不
妊
予
防
の
視

点
で
行
う
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

教
育
が
、今
、特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「産むってすばらしい！」と思える
ファティリティ・アウェアネス教育

東
京
都
内
で
仕
事
の
時
、
始
発
列
車
で
福

井
発̶

都
内
で
仕
事̶

横
浜
近
郊
の
自
宅

で
夕
食̶

新
横
浜̶

最
終
列
車
で
福
井
に

帰
れ
ま
す
。
列
車
内
で
仕
事
も
で
き
、
時

間
を
有
効
に
使
え
る
の
で
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
季
節
感
を
味
わ
え
る
和
服
が
好

き
で
す
。
着
る
と
、
と
て
も
よ
い
気
分
転

換
に
な
り
ま
す
。

フ
ッ
素
を
使
っ
て

物
質
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す

研究者紹介あなたの知的好奇心を刺激！

生
殖
医
療
の
限
界
を

今
か
ら
理
解
す
る
こ
と

あ
な
た
自
身
の
卵
、精
子
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か

産
学
官
で
研
究
の
価
値
を
高
め
る

将
来
の
自
分
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
す
る

　現
代
女
性
に
と
っ
て
、結
婚
、出
産
は
義
務

で
は
な
く
、自
己
決
定
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま

図1  微粒子粒界マッピング
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を
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に
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で
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た
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の
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ・ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

教
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が
思
春
期
の
男
女
に
必
要
で
あ
り
、そ
の

よ
う
な
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プ
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グ
ラ
ム
も
開
発
中
で
す
。

　学
生
の
皆
さ
ん
も
今
か
ら
ラ
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フ
プ
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ン
を

検
討
し
、親
に
な
る
こ
と
と
仕
事
を
両
立
さ
せ

豊
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な
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

に
ん
よ
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せ
い
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ビ
エ
に
な
じ
み
の
薄
い
学
生
に
も
広
く
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
安
価
で
簡
単
に
作
れ

る
レ
シ
ピ
を
作
り
、
学
生
食
堂
に
メ
ニ
ュ
ー

の
採
用
を
提
案
し
ま
し
た
。

　フ
ェ
ア
を
終
え
、
教
育
地
域
科
学
部
地
域

科
学
課
程
４
年
の
伊
藤
優
宏
さ
ん
は
「
イ
ノ

シ
シ
肉
の
す
き
や
き
丼
を
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
え
て
本
当
に
う
れ
し
い
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　２
月
11
日
に
は
、
県
内
の
学
生
グ
ル
ー
プ

が
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ

研
究
成
果
を
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
大
会
に
出
場
。
５
大
学
９
グ
ル
ー
プ
が
出

場
す
る
中
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　ジ
ビ
エ
の
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
で
獣
害

に
悩
む
農
林
業
従
事
者
の
支
援
を
行
お
う

と
、
１
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
学
生
企
画
の

「
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　嶺
南
地
方
で
特
に
多
い
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

の
獣
害
を
問
題
視
し
た
教
育
地
域
科
学
部
地

域
科
学
課
程
の
学
生
６
名
が
企
画
。
初
め
は

授
業
の
一
環
と
し
て
文
献
調
査
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
猟
友
会
や
県
庁
の
担
当
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
現
地
調
査
な
ど
を
通
し
て
獣
害

に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
食
材
と
し

て
の
消
費
拡
大
が
捕
獲
促
進
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
知
っ
た
後
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
食
べ
歩
い
た
り
し

な
が
ら
お
い
し
い
調
理
法
を
研
究
。
普
段
ジ

学
生
企
画
の

ジ
ビ
エ
フ
ェ
ア
を
開
催

がんばる学生を紹介
掲載されている方の所属、学年等は取材時のものです。

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
年
に
一
度
の

永
平
寺
町
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
例
年
訓
練
の
内
容
は
似
通
っ
て
い
ま
す

が
、
一
度
だ
け
で
は
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

繰
り
返
し
行
え
ば
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、

災
害
へ
の
心
構
え
も
再
確
認
で
き
た
と
の
こ

と
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
方
と
一
緒
に
学
ん

だ
り
、
非
常
食
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
を
通
し

て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
実
感
し
た
そ
う

で
す
。
た
だ
、
集
大
成
と
な
る
こ
の
３
月
の

事
業
を
最
後
に
看
護
学
科
の
団
員
11
名
が
全

員
卒
業
。
医
学
科
も
現
在
５
年
生
28
名
が

所
属
し
て
い
る
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
か
ら
参
加
し
て
く
れ
る
団
員
を
募
集
し
て

い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
医
学
部
生
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　個
々
が
持
つ
技
術
を
生
か
し
、
臨
機
応
変

に
防
災
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
」
は
、
消

防
庁
が
平
成
17
年
度
に
導
入
し
た
も
の
で
、

医
学
部
は
、
平
成
21
年
１
月
よ
り
永
平
寺

町
の
「
機
能
別
消
防
団
員
制
度
（
大
学
生

防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　３
月
２
日
、
医
学
部
と
永
平
寺
町
消
防

本
部
が
共
催
で
「
つ
な
が
れ
地
域
の
絆
〜
学

ぼ
う
！
災
害
時
の
応
急
手
当
〜
」
を
開
催
し

ま
し
た
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
や

三
角
巾
講
習
な
ど
、
地
域
住
民
と
医
学
部

学
生
が
と
も
に
学
び
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　こ
の
春
、
看
護
学
科
を
卒
業
し
た
額
見
紘

子
さ
ん
は
、
１
年
生
の
時
か
ら
こ
の
活
動
に

参
加
。
所
属
し
て
い
た
３
年
間
、
幸
い
大
き

な
災
害
は
発
生
せ
ず
、
本
格
的
な
活
動
は
あ

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

災
害
時
の
心
構
え
を２０１０年入団時、辞令を受け取る額見さん（左） ジビエフェアを企画した学生たち

プレゼンテーション大会で授与された賞状と盾

　入
学
式
で
新
入
生
に
配
布
し
た
「
福
井
大

学
イ
メ
ー
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」の
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
と
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
今
春
、
教
育
学

研
究
科
教
科
教
育
専
攻
を
修
了
し
た
酒
井
泰

恵
さ
ん
が
手
が
け
ま
し
た
。

　イ
メ
ー
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
Ｃ
Ｄ
は
、
平
成
21

年
度
よ
り
卒
業
式
と
入
学
式
に
配
布
。
美
術

教
育
サ
ブ
コ
ー
ス
・
芸
術
教
育
領
域
を
卒
業
・

修
了
す
る
学
生
の
代
表
が
デ
ザ
イ
ン
を
制
作
し

て
い
ま
す
。

　酒
井
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
校
舎
や
校
内
の

木
々
と
い
っ
た
風
景
写
真
を
幾
重
に
も
積
み
重

ね
て
お
り
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
と
も
に

思
い
出
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
欲
し
い
と
の
思

い
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て

音
楽
の
印
象
が
変
わ
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
評
判
は
上
々
。

「
デ
ザ
イ
ン
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
、
イ
メ
ー
ジ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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コ
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ッ
ク
エ
ッ

セ
イ
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登
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コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
プ
チ
大

賞
（
株
式
会
社
K
A
D
O
K
A
W
A
主
催
）」
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教
育
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学
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学
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教
育
課

程
４
年
の
中
村
実
花
さ
ん
が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

の
Ｂ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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コ
ン
テ
ス
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ダ
ー
リ
ン
は
外
国

人
」
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佐
多
里
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日
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語
」
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＆
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ど
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ミ
ッ
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ッ
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ピ

ソ
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ポ
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。
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コ
ン
上
で
３
Ｄ
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リ
ッ
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Ｄ
部
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が
完
成
す
る
の
で
、
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知
識
が
な
く
て

も
使
用
で
き
ま
す
。

　コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
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か
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「
画

面
の
指
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す
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３
Ｄ
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谷
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ー
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ョ
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簡
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き
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ソ
フ
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し
て
み
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い
」
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発
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を
広
げ
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。
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ふ
く
い
産
業
支
援
セ
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ー
が
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
担
う
人
材
の
発
掘
と
育
成

を
目
的
に
開
催
し
た
「
ふ
く
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
2
0
1
3
」
に
お
い
て
、

知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年
の
池
谷
典
之
さ
ん

が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
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「Dream
 Room

」
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、Ｃ
Ａ
Ｄ
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使
わ
な
く

て
も
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簡
単
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３
Ｄ
の
室
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岡
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井
市
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宿
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決
め
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際
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た
た
め
に
部
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実
際
に
見
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こ
と
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で
き
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間
取
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だ
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取
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知
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パ
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誰
で
も
簡
単
に
３
Ｄ
の
部
屋
モ
デ
ル
を
つ
く
る

福
井
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
大
賞
を
受
賞

原稿とともに。中村実花さん 受賞した池谷さん

開発したソフトウェア「Dream Room」
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部
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テ
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ん
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永平寺町で行われた「つながれ地域の絆～学ぼう！災害時の応急手当～」
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学
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も
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簡
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ニ
ュ
ー

の
採
用
を
提
案
し
ま
し
た
。
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。
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取
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。
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催
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ザ
イ
ン
に
よ
っ
て

音
楽
の
印
象
が
変
わ
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
評
判
は
上
々
。

「
デ
ザ
イ
ン
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
、
イ
メ
ー
ジ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉

し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　作
者
の
体
験
を
漫
画
に
す
る
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ

セ
イ
の
登
竜
門
「
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
プ
チ
大

賞
（
株
式
会
社
K
A
D
O
K
A
W
A
主
催
）」

に
お
い
て
、
教
育
地
域
科
学
部
学
校
教
育
課

程
４
年
の
中
村
実
花
さ
ん
が
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ

の
Ｂ
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
ダ
ー
リ
ン
は
外
国

人
」
の
小
栗
佐
多
里
、「
日
本
人
の
知
ら
な
い

日
本
語
」
の
海
野
凪
子
＆
蛇
蔵
な
ど
、
多
く

の
著
名
な
コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
を
輩
出
。

中
村
さ
ん
は
、
教
育
実
習
で
体
験
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
テ
ン
ポ
良
く
書
き
綴
り
、
描
か
れ
た

子
ど
も
の
面
白
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　ペ
ン
を
執
っ
た
理
由
を
「
実
習
で
体
験
し
た
小

学
校
の
日
常
が
と
て
も
面
白
く
、
多
く
の
人
に

知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
話
す
中
村
さ
ん
。
今
後

に
つ
い
て
「
教
師
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
り
な
が
ら
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

美
術
教
育
サ
ブ
コ
ー
ス・芸
術
教
育
領
域

学
生・修
了
生
が
活
躍
！

デザインを手にする酒井泰恵さん

コ
ン
上
で
３
Ｄ
の
部
屋
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
の
操
作
は
簡
単
で
、

準
備
段
階
と
し
て
、
室
内
を
１
周
す
る
よ
う
な

形
で
写
真
を
複
数
枚
撮
影
。
次
に
そ
の
画
像
を

繋
い
で
、
壁
の
境
界
線
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
フ

レ
ー
ム
の
位
置
合
わ
せ
を
し
ま
す
。
最
後
に
、

実
際
の
寸
法
を
入
力
し
、
ソ
フ
ト
に
し
た
が
っ

て
写
真
を
数
回
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
３
Ｄ
部

屋
が
完
成
す
る
の
で
、
建
築
の
知
識
が
な
く
て

も
使
用
で
き
ま
す
。

　コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、審
査
員
か
ら
「
画

面
の
指
示
に
従
い
、
ク
リ
ッ
ク
を
す
る
だ
け
で

３
Ｄ
部
屋
が
完
成
し
、
既
存
の
家
具
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
て
、
完
成
度
が
高
い
」
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
池
谷
さ
ん
は
「
今
後
は
、
中

古
物
件
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
簡
単

に
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
に
も
し
て
み
た
い
」

と
話
し
、
開
発
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　財
団
法
人
ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
を
担
う
人
材
の
発
掘
と
育
成

を
目
的
に
開
催
し
た
「
ふ
く
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
2
0
1
3
」
に
お
い
て
、

知
能
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年
の
池
谷
典
之
さ
ん

が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　受
賞
の
対
象
に
な
っ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

「Dream
 Room

」
は
、Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
わ
な
く

て
も
、
簡
単
に
３
Ｄ
の
室
内
を
再
現
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
。
出
身
地
の
静
岡
県
沼
津
市
か
ら
、

福
井
市
に
下
宿
先
を
決
め
る
際
、
入
居
者
が
い

た
た
め
に
部
屋
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
間
取
り
だ
け
で
判
断
し
た
不
便
さ
か
ら
、

発
想
し
た
そ
う
で
す
。

　部
屋
の
間
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
天
井
の
高

さ
や
窓
の
大
き
さ
な
ど
、
部
屋
の
雰
囲
気
を
入

居
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
部
屋
に
あ
っ

た
家
具
や
カ
ー
テ
ン
を
選
ん
で
新
生
活
を
ス

ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
が
で
き
る
と
思
い
、
パ
ソ

誰
で
も
簡
単
に
３
Ｄ
の
部
屋
モ
デ
ル
を
つ
く
る

福
井
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
大
賞
を
受
賞

原稿とともに。中村実花さん 受賞した池谷さん

開発したソフトウェア「Dream Room」

工
学
部

　知能
シ
ス
テ
ム
工
学
科
４
年

池
谷
典
之
さ
ん

コ
ミ
ッ
ク
エ
ッ
セ
イ
の

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

地
域
科
学
課
程
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

医
学
部
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー

新
入
生
配
布

Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン

永平寺町で行われた「つながれ地域の絆～学ぼう！災害時の応急手当～」
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報
の
仕
事
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。

配
属
さ
れ
た
ら
、
ず
っ
と
そ
の
仕
事
に
固
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
企
業
で
す
か
ら
希
望
ど
お
り
の
配

属
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
で
知
識

や
技
術
が
身
に
付
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　大
卒
以
上
の
採
用
は
基
本
的
に
技
術
系
、

事
務
系
の
２
領
域
と
な
り
、
学
部
・
学
科
・

専
攻
に
関
係
な
く
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
部
門
で
特
に
欲
し
い
分
野
の
人
材
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
人
事
部
門
だ
け
で
は
な
く
、

開
発
な
ど
各
部
門
の
担
当
者
が
大
学
を
回

り
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を
説
明
す
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

―

海
外
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　マ
ツ
ダ
は
他
社
と
比
べ
て
海
外
生
産
の
比
率

が
低
く
、
円
高
に
な
る
と
打
撃
を
受
け
て
し

ま
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
今
後
は
海
外
生
産
を
増
や
し
て
い
こ

う
と
し
て
お
り
、
中
国
や
メ
キ
シ
コ
に
工
場
を

建
設
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
販
売
先
は
国

内
よ
り
も
海
外
が
多
く
、
当
社
で
は
国
内
販

売
は
４
分
の
１
程
度
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中

国
、
ア
メ
リ
カ
に
加
え
、
最
近
は
東
南
ア
ジ
ア

―

事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　自
動
車
製
造
業
で
す
。
他
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
他
の
事
業
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
で
す
が
、
当
社
は
自
動
車
専
門
で
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
中
で
は
大
き
い
方
で
は

な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
手
を
広
げ
る
の
で
は
な

く
、
ど
こ
か
光
る
も
の
が
あ
る
、
輝
き
続
け

る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
の
よ
う

な
独
自
の
技
術
開
発
を
大
事
に
し
て
お
り
、

み
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
で
す
。
自

動
車
の
楽
し
さ
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
は
強
い
で
す
ね
。
機
動
力
が
あ
る
と
こ

ろ
も
特
徴
で
す
。
目
指
す
方
向
が
決
ま
れ
ば
、

ま
と
ま
っ
て
一
斉
に
動
き
出
す
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

―

職
種
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　総
合
自
動
車
企
業
で
す
か
ら
、
様
々
な
職

種
が
あ
り
ま
す
。
車
両
の
製
造
で
は
、
基
本

と
な
る
技
術
開
発
か
ら
始
ま
っ
て
、
基
本
設

計
、
量
産
設
計
、
実
験
、
製
造
技
術
な
ど
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
販
売
の
領
域

や
工
場
で
の
生
産
の
領
域
に
も
多
様
な
職
種
が

あ
り
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
、
管
理
部
門
や
広

学生が企業・官庁の人事担当者へ、会社の魅力や特長、求める人物像などをインタ
ビュー。あなたの学生生活を有意義に過ごすためのポイントが隠れているかもしれません。
今回はマツダ株式会社パワートレイン開発本部の清水良さんに学生2名が取材しました。

も
伸
び
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
海
外
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
部
門
も
か
な
り
あ
り
、
海

外
転
勤
や
出
張
の
機
会
も
多
い
で
す
よ
。

―

福
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　学
生
時
代
に
、
ぜ
ひ
「
も
の
づ
く
り
」
を

楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
輸
入

し
た
材
料
で
も
の
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
売
っ
て

利
益
を
得
て
い
る
国
で
す
か
ら
、
も
の
づ
く
り

を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
学
の
研
究
で
も
、
趣
味
の
分
野
で
も
い

い
か
ら
、
も
の
づ
く
り
に
慣
れ
親
し
む
習
慣
を

持
っ
て
欲
し
い
、
そ
し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

学
生
さ
ん
は
開
発
者
か
ら
見
て
非
常
に
魅
力

的
に
映
る
と
思
い
ま
す
よ
。

自
動
車
の
楽
し
さ
を
追
求
し
た
い

自
動
車
に
関
す
る
多
種
多
様
な
職
種

積
極
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

マツダ株式会社

就活あれこれ

採用担当者に直撃！

必要な資格
は会社に入

ってから取
得

するので採
用時に必要

なものはあ
り

ません。入
社後は、職

種によって
様々

な資格が必
要になりま

す。

入社時は広島本社または防府工
場勤務となります。国内勤務の後、
将来的には海外勤務の可能性もあ
ります。開発部門は広島勤務がほ
とんどです。

配属先は
どこになりますか？

開発部の立場で言うと、ものづくり
の経験がある人。取り組む姿勢や達
成感を知ってほしいです。それから
肝心なのは「自動車が好きな人」で
すね。

求める人物像は？

広島という地域柄、西日本や九州の

人が多いのは確かですが、北海道を

はじめ全国から集まってきていま

す。会社内に同窓会のある大学もあ

ります。

地方出身者はどのぐらいですか？

基
本
情
報

所　在　地 ： 広島県安芸郡府中町新地3番1号
社　員　数 ： 21,286名（出向者を含む）
事業内容 ： 乗用車・トラックの製造、販売など

も
の
づ
く
り
を
楽
し
む
経
験
を

マツダ株式会社

パワートレイン開発本
部  パワートレインシス

テム開発部

PT制御システム設計
グループ

主幹　清水　良さん

どんな資格が

必要ですか？
合同説明会ではなかなか聞けないようなことを採用担当者にズバリ質問！ 採用担当者のホンネを教えてもらいました。

技術面接の
場合で言う

と、まずは

しっかりと
基本がわか

っているか
を

重視します
。いろいろな

ことに興味

を持ち、挑戦
する姿勢が

大事だと思

います。

選考時に

重視する点は？

工）機械工学専攻2年中北知仁（左）教）物理工学専攻2年田中義裕（右）

企
業
研
究
は
「
入
社
し

た
い
」
と
い
う
熱
意
を
伝
え

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

採
用
試
験
で
は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

企
業
研
究
が
熱
意
の
表
れ
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
す
。

　毎
日
開
催
し
て
い
る
個
別
企
業

説
明
会
は
企
業
研
究
に
絶
好
の
機

会
で
す
。
広
い
視
野
で
企
業
研
究
を

行
い
、
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と

が
、
し
っ
か
り
し
た
職
業
観
の
育
成

に
繋
が
り
ま
す
。
１
社
あ
た
り
１
時

間
30
分
じ
っ
く
り
説
明
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
よ
り
深
く
企
業
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
ま

す
。
福
井
大
学
生
を
求
め
る
企
業

と
の
出
会
い
で
す
か
ら
、
内
定
確
率

は
非
常
に
高
い
で
す
。

　個
別
企
業
説
明
会
は
、Ｏ
Ｂ・Ｏ

Ｇ
が
多
数
参
加
し
ま
す
の
で
、
福
利

厚
生
面
、
休
暇
等
、
何
で
も
気
軽

に
聞
く
こ
と
が
で
き
、
よ
り
深
く
企

業
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
本

学
卒
業
生
の
採
用
実
績
が
多
い
優

良
企
業
が
多
く
参
加
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
熱
意
に
繋
げ
て
く

だ
さ
い
。

青
山 
傳
治

一
歩
踏
み
込
ん
だ
企
業
研
究
で

熱
意
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
!!

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

スタッフ
リレーコラム
第8回

□遅刻厳禁！
　開始時間前に席につく
□ハキハキと大きな声で挨拶
□積極的に前の席に座る
□携帯電話の電源を切る
□私語は慎む
□質問時には名前を名乗る
□真摯な態度で説明を聞く

―会場で―

個別企業説明会での

マナーチェック！

説明会終了後は行ったことに
満足せず、きちんと情報を整
理しましょう！
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報
の
仕
事
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。

配
属
さ
れ
た
ら
、
ず
っ
と
そ
の
仕
事
に
固
定
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
企
業
で
す
か
ら
希
望
ど
お
り
の
配

属
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
で
知
識

や
技
術
が
身
に
付
き
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　大
卒
以
上
の
採
用
は
基
本
的
に
技
術
系
、

事
務
系
の
２
領
域
と
な
り
、
学
部
・
学
科
・

専
攻
に
関
係
な
く
応
募
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
部
門
で
特
に
欲
し
い
分
野
の
人
材
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
人
事
部
門
だ
け
で
は
な
く
、

開
発
な
ど
各
部
門
の
担
当
者
が
大
学
を
回

り
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を
説
明
す
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

―

海
外
展
開
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　マ
ツ
ダ
は
他
社
と
比
べ
て
海
外
生
産
の
比
率

が
低
く
、
円
高
に
な
る
と
打
撃
を
受
け
て
し

ま
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
今
後
は
海
外
生
産
を
増
や
し
て
い
こ

う
と
し
て
お
り
、
中
国
や
メ
キ
シ
コ
に
工
場
を

建
設
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
の
販
売
先
は
国

内
よ
り
も
海
外
が
多
く
、
当
社
で
は
国
内
販

売
は
４
分
の
１
程
度
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中

国
、
ア
メ
リ
カ
に
加
え
、
最
近
は
東
南
ア
ジ
ア

―

事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　自
動
車
製
造
業
で
す
。
他
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
他
の
事
業
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
い
で
す
が
、
当
社
は
自
動
車
専
門
で
す
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
中
で
は
大
き
い
方
で
は

な
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
手
を
広
げ
る
の
で
は
な

く
、
ど
こ
か
光
る
も
の
が
あ
る
、
輝
き
続
け

る
企
業
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
の
よ
う

な
独
自
の
技
術
開
発
を
大
事
に
し
て
お
り
、

み
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
旺
盛
で
す
。
自

動
車
の
楽
し
さ
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
は
強
い
で
す
ね
。
機
動
力
が
あ
る
と
こ

ろ
も
特
徴
で
す
。
目
指
す
方
向
が
決
ま
れ
ば
、

ま
と
ま
っ
て
一
斉
に
動
き
出
す
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

―

職
種
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　総
合
自
動
車
企
業
で
す
か
ら
、
様
々
な
職

種
が
あ
り
ま
す
。
車
両
の
製
造
で
は
、
基
本

と
な
る
技
術
開
発
か
ら
始
ま
っ
て
、
基
本
設

計
、
量
産
設
計
、
実
験
、
製
造
技
術
な
ど
の

仕
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
販
売
の
領
域

や
工
場
で
の
生
産
の
領
域
に
も
多
様
な
職
種
が

あ
り
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
、
管
理
部
門
や
広

学生が企業・官庁の人事担当者へ、会社の魅力や特長、求める人物像などをインタ
ビュー。あなたの学生生活を有意義に過ごすためのポイントが隠れているかもしれません。
今回はマツダ株式会社パワートレイン開発本部の清水良さんに学生2名が取材しました。

も
伸
び
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
海
外
市
場
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
部
門
も
か
な
り
あ
り
、
海

外
転
勤
や
出
張
の
機
会
も
多
い
で
す
よ
。

―

福
大
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　学
生
時
代
に
、
ぜ
ひ
「
も
の
づ
く
り
」
を

楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
輸
入

し
た
材
料
で
も
の
を
作
っ
て
、
そ
れ
を
売
っ
て

利
益
を
得
て
い
る
国
で
す
か
ら
、
も
の
づ
く
り

を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
学
の
研
究
で
も
、
趣
味
の
分
野
で
も
い

い
か
ら
、
も
の
づ
く
り
に
慣
れ
親
し
む
習
慣
を

持
っ
て
欲
し
い
、
そ
し
て
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
見
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

学
生
さ
ん
は
開
発
者
か
ら
見
て
非
常
に
魅
力

的
に
映
る
と
思
い
ま
す
よ
。

自
動
車
の
楽
し
さ
を
追
求
し
た
い

自
動
車
に
関
す
る
多
種
多
様
な
職
種

積
極
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

マツダ株式会社

就活あれこれ

採用担当者に直撃！

必要な資格
は会社に入

ってから取
得

するので採
用時に必要

なものはあ
り

ません。入
社後は、職

種によって
様々

な資格が必
要になりま

す。

入社時は広島本社または防府工
場勤務となります。国内勤務の後、
将来的には海外勤務の可能性もあ
ります。開発部門は広島勤務がほ
とんどです。

配属先は
どこになりますか？

開発部の立場で言うと、ものづくり
の経験がある人。取り組む姿勢や達
成感を知ってほしいです。それから
肝心なのは「自動車が好きな人」で
すね。

求める人物像は？

広島という地域柄、西日本や九州の

人が多いのは確かですが、北海道を

はじめ全国から集まってきていま

す。会社内に同窓会のある大学もあ

ります。

地方出身者はどのぐらいですか？

基
本
情
報

所　在　地 ： 広島県安芸郡府中町新地3番1号
社　員　数 ： 21,286名（出向者を含む）
事業内容 ： 乗用車・トラックの製造、販売など

も
の
づ
く
り
を
楽
し
む
経
験
を

マツダ株式会社

パワートレイン開発本
部  パワートレインシス

テム開発部

PT制御システム設計
グループ

主幹　清水　良さん

どんな資格が

必要ですか？
合同説明会ではなかなか聞けないようなことを採用担当者にズバリ質問！ 採用担当者のホンネを教えてもらいました。

技術面接の
場合で言う

と、まずは

しっかりと
基本がわか

っているか
を

重視します
。いろいろな

ことに興味

を持ち、挑戦
する姿勢が

大事だと思

います。

選考時に

重視する点は？

を採用担当者にズバリ質問！採用担ホンネを教えてもらいました。
ホンネを教えてもらいました。

工）機械工学専攻2年中北知仁（左）教）物理工学専攻2年田中義裕（右）

企
業
研
究
は
「
入
社
し

た
い
」
と
い
う
熱
意
を
伝
え

る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

採
用
試
験
で
は
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

企
業
研
究
が
熱
意
の
表
れ
と
し
て
評

価
さ
れ
ま
す
。

　毎
日
開
催
し
て
い
る
個
別
企
業

説
明
会
は
企
業
研
究
に
絶
好
の
機

会
で
す
。
広
い
視
野
で
企
業
研
究
を

行
い
、
企
業
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と

が
、
し
っ
か
り
し
た
職
業
観
の
育
成

に
繋
が
り
ま
す
。
１
社
あ
た
り
１
時

間
30
分
じ
っ
く
り
説
明
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
よ
り
深
く
企
業
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぎ
ま

す
。
福
井
大
学
生
を
求
め
る
企
業

と
の
出
会
い
で
す
か
ら
、
内
定
確
率

は
非
常
に
高
い
で
す
。

　個
別
企
業
説
明
会
は
、Ｏ
Ｂ・Ｏ

Ｇ
が
多
数
参
加
し
ま
す
の
で
、
福
利

厚
生
面
、
休
暇
等
、
何
で
も
気
軽

に
聞
く
こ
と
が
で
き
、
よ
り
深
く
企

業
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
本

学
卒
業
生
の
採
用
実
績
が
多
い
優

良
企
業
が
多
く
参
加
し
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
参
加
し
熱
意
に
繋
げ
て
く

だ
さ
い
。

青
山 

傳
治

一
歩
踏
み
込
ん
だ
企
業
研
究
で

熱
意
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
!!

キ
ャ
リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

スタッフ
リレーコラム
第8回

□遅刻厳禁！
　開始時間前に席につく
□ハキハキと大きな声で挨拶
□積極的に前の席に座る
□携帯電話の電源を切る
□私語は慎む
□質問時には名前を名乗る
□真摯な態度で説明を聞く

―会場で―

個別企業説明会での

マナーチェック！

説明会終了後は行ったことに
満足せず、きちんと情報を整
理しましょう！



　自分
に
と
っ
て
、
初
め
て
福
井
以
外
で

生
活
す
る
こ
と
は
、
色
々
な
こ
と
が
手
探

り
で
、
何
が
不
安
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い

く
ら
い
す
べ
て
の
こ
と
が
不
安
で
し
た
。
今

で
は
、
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
語

も
、
生
活
す
る
分
に
は
問
題
な
く
理
解
し

て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

感
じ
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
実

は
言
葉
で
は
な
い
面
が
多
々
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
い
ざ
自
由
に
語
学
を
あ
や
つ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
話
の
内
容
が

薄
か
っ
た
り
、
人
を
不
快
に
さ
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
か
で
き
な
い
人
間
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず

自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
人
間
で
あ
る
こ
と
、
自
信

　今年
の
春
、
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
の
フ
ォ
ル

ク
ヴ
ァ
ン
ク
芸
術
大
学
修
士
課
程
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ス
の

ピ
ア
ノ
専
攻
を
修
了
し
ま
し
た
。
一
日
の
大

半
を
練
習
に
費
や
し
、
大
学
で
の
ク
ラ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
や
ド
イ
ツ
国
内
で
の
演
奏
会
に
出

演
し
ま
し
た
。
帰
国
し
た
際
は
福
井
大
学
の

公
開
講
座
な
ど
、
た
び
た
び
演
奏
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
先
月
に
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ふ
く
い
で
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
音
楽
活
動
が
中
心
の
生
活
で
し

た
が
、
合
間
を
縫
っ
て
、
友
人
と
遊
び
に
い
っ

た
り
、
旅
行
し
た
り
と
い
っ
た
楽
し
み
も
持
っ

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
新
鮮
に
音
楽
と
向
き

合
う
た
め
に
と
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。

　ピア
ノ
は
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ
ろ
か

ら
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
練
習
を

始
め
た
の
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

福
井
大
学
に
入
学
し
て
み
る
と
、
音
大
と

は
違
い
、
教
職
の
授
業
も
多
く
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
や

友
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
教
職
科

目
へ
の
興
味
や
楽
し
み
も
見
出
せ
ま
し
た
。

総
合
的
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
学
べ
た
の
は

自
分
の
音
楽
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
先
生
や
友
人
と

は
今
も
交
流
が
あ
り
ま
す
し
、
今
後
も
末

永
く
お
付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
素
敵
な

方
々
ば
か
り
で
す
。

を
も
っ
て
自
分
を
提
示
で
き
る
こ
と
が
大

前
提
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
語
学
は

そ
こ
か
ら
人
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
の
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

　音楽
家
と
い
う
一
見
華
や
か
に
見
え
て

実
は
生
計
を
た
て
る
の
が
難
し
い
世
界
に

い
る
と
、
仕
事
を
し
て
お
金
を
稼
い
で
当

た
り
前
の
生
活
を
す
る
と
い
う
「
普
通
」

の
こ
と
が
何
物
に
も
代
え
が
た
く
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
普
通
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
逸

れ
る
の
を
恐
れ
な
い
で
、
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
に
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

強
さ
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
行

動
し
た
人
に
し
か
見
え
な
い
世
界
が
あ
り

ま
す
。

ひ
た
す
ら
音
楽
に
向
き
合
う

行
動
し
た
人
に
し
か
見
え
な
い

世
界
が
あ
る

音楽が与えてくれる
かけがえのない瞬間を求めて

卒業生から在学生の皆さんへ受け継がれる

福井大学公開講座にて

地
元
福
井
で
音
楽
を
学
ぶ

加藤 俊裕さん

平成19年度 教育地域科学部学校教育課程
芸術・保健体育教育コース音楽教育サブコース卒業

ピアニスト

留学先でプーランクの三重奏曲を弾いたトリオメンバー

異
国
で
の
生
活
を
経
験
し
て

18

　暖
か
い
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。新
入
生
の
皆
さ

ん
、入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。在
学
生
の
皆

さ
ん
も
、４
月
か
ら
の
新
し
い
生
活
に
、期
待
や
不

安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
４
月
に
、大
学
で
友
達
作
り
に
励
む
こ
と
、

あ
る
い
は
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
は
、と

て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

周
囲
に
合
わ
せ
て
ば
か
り
い
る
と
、一
時
的
に
は
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、将
来
的
に
は
自
分
を
抑
え

て
無
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
、心
身
の
不
調
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は「
過
剰
適
応
」と
言
わ

れ
、本
人
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
た

め
、悩
む
こ
と
も
な
く
、自
覚
も
な
く
、気
付
い
た
時

に
は「
５
月
病
」と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。特
に
最
近
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」な
ど
、気
を
遣
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
多
い
た
め
、注
意
が
必

要
で
す
。

　「
悩
む
」こ
と
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、私
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。新
し
く
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
、そ
の
先
に
は
必

ず
得
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。悩
ん
だ
と
き
に

は
、家
族
や
友
人
だ
け
で
な
く
、学
生
総
合
相
談
室

が
あ
り
ま
す
。あ
な
た
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
笑
顔
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利用時間について

相談内容
健康相談（内科医師）

健康相談（整形外科医師）

健康相談（産婦人科医師）

健康相談（精神科医師）

カウンセリング（臨床心理士）

一般相談（看護師・保健師）

相談日
第1・2・3金曜日

第1・3火曜日

第1・3水曜日

第1・3水曜日

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

受付時間
15:00～17:00（予約制）

13:00～14:00（予約制）

16:00～17:00（予約制）

17:00～18:00（予約制）

  9:30～17:00（予約制）

  9:00～17:00

■文京キャンパス
［保健管理センター］
相談の予約は、事務室へお願いします。TEL. 0776-27-8513

■松岡キャンパス
［保健センター］ 
相談の予約は、事務室へお願いします。TEL. 0776-61-8575

相談内容
健康相談（内科医師）

健康相談（精神科医師）

健康相談（婦人科医師）

カウンセリング（臨床心理士）

一般相談（看護師・保健師）

相談日
月曜日～金曜日

第1・3水曜日

第4木曜日

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

受付時間
  8:30～17:00（予約制）

14:30～16:30（予約制）

15:00～17:00（予約制）

  8:30～17:00（予約制）

  8:30～17:00 

［学生総合相談室］ TEL. 0776-27-9986（9987）
相談内容

悩み相談
相談日

月曜日～金曜日
受付時間

 9：00～17：30

［学生総合相談室（Ｍ☆station）］ TEL. 0776-61-8802
相談内容

悩み相談
相談日

月曜日～金曜日
受付時間

 9：00～17：30

周
り
に
合
わ
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に…

健
康
だ
よ
り

松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
総
合
相
談
室   

前
川
伸
晃

　今
は
丁
度
、
年
度
替
わ
り
の
頃
で
し
て
、
日
本

中
が
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
新
し
い
環
境
に
向
け

て
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
も
進
学
・
入
学
を
果
た
し
新
し
い
道
を
切

り
開
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
時
で
す
の
で
、
そ
れ
に

対
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
お
伝
え
す
る
の
が
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
と
悩
み
な
が
ら
、「
見
る
前
に
跳

べ
」
そ
し
て
「
死
は
必
然
、
生
は
偶
然
」
と
い
う

言
葉
を
贈
り
ま
す
。

　前
者
は
、
正
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
し

な
が
ら
も
、
考
え
す
ぎ
る
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
よ
く
考
え
ず
「
跳
ん
で
」

数
多
く
失
敗
し
ま
し
た
。
が
、「
跳
ん
で
」
学
ん

だ
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

学
生
活
は
と
り
わ
け「
壮
大
な
無
駄
」「
ケ・セ
ラ
・

セ
ラ
（
な
る
よ
う
に
な
る
）」
を
許
し
て
も
ら
え

る
時
期
で
す
し
、
大
学
も
「
跳
び
」
を
受
け
る
道

具
を
色
々
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ど
ん
ど
ん
利
用

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　後
者
は
、
私
の
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
時
に
学
ん
だ

言
葉
で
す
。
成
熟
し
た
社
会
の
中
で
「
当
然
の
よ

う
な
生
」
を
振
る
舞
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
「
た
ま
た

ま
の
生
」
に
過
ぎ
な
い
と
教
え
ら
れ
た
訳
で
す
。
即

ち
そ
れ
ぞ
れ
が
「
そ
の
時
々
の
た
ま
た
ま
」
を
大
切

に
、そ
し
て「
人
」と
し
て
文
字
通
り「
支
え
合
う
生
」

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　少
し
固
い
か
な
ー
と
思
い
つ
つ
書
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
気
負
う
こ
と
な
く
大
学
生
活
を
大
胆
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
共
に
、
誠
実
に
・
慈
し
み
を

感
じ
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
、
そ
し
て
人
に
接
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

役 員
コ ラ ム

今、あな
たに

伝えたい
！

皆さんに贈る
２つの言葉

百田尚樹
「永遠の０」（講談社文庫）
読みやすさとストーリー性（推理性？）
の面白さは、さすが本屋大賞受賞作家
です。戦争物のイメージが強いようですが、それと
同時に、いやそれ以上に家族への愛・人の感じ方の違い・
生と死（上述の意も含む）等色々考えさせられる小説でし
た。映画化もされ、よく読まれた本ですが、是非お薦めした
い一冊です。（なお蛇足ですが、私は作者の「作品」は薦め
るものの、「行為」は今一つ理解できません。）

私のお気に入りの一冊

常勤監事

舟木幸雄
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　自分
に
と
っ
て
、
初
め
て
福
井
以
外
で

生
活
す
る
こ
と
は
、
色
々
な
こ
と
が
手
探

り
で
、
何
が
不
安
な
の
か
も
わ
か
ら
な
い

く
ら
い
す
べ
て
の
こ
と
が
不
安
で
し
た
。
今

で
は
、
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
語

も
、
生
活
す
る
分
に
は
問
題
な
く
理
解
し

て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て

感
じ
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
実

は
言
葉
で
は
な
い
面
が
多
々
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
い
ざ
自
由
に
語
学
を
あ
や
つ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
話
の
内
容
が

薄
か
っ
た
り
、
人
を
不
快
に
さ
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
か
で
き
な
い
人
間
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
ず

自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
人
間
で
あ
る
こ
と
、
自
信

　今年
の
春
、
ド
イ
ツ
・
エ
ッ
セ
ン
の
フ
ォ
ル

ク
ヴ
ァ
ン
ク
芸
術
大
学
修
士
課
程
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ス
の

ピ
ア
ノ
専
攻
を
修
了
し
ま
し
た
。
一
日
の
大

半
を
練
習
に
費
や
し
、
大
学
で
の
ク
ラ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
や
ド
イ
ツ
国
内
で
の
演
奏
会
に
出

演
し
ま
し
た
。
帰
国
し
た
際
は
福
井
大
学
の

公
開
講
座
な
ど
、
た
び
た
び
演
奏
の
機
会
を

い
た
だ
き
、
先
月
に
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ふ
く
い
で
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
音
楽
活
動
が
中
心
の
生
活
で
し

た
が
、
合
間
を
縫
っ
て
、
友
人
と
遊
び
に
い
っ

た
り
、
旅
行
し
た
り
と
い
っ
た
楽
し
み
も
持
っ

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
新
鮮
に
音
楽
と
向
き

合
う
た
め
に
と
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。

　ピア
ノ
は
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
こ
ろ
か

ら
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
練
習
を

始
め
た
の
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

福
井
大
学
に
入
学
し
て
み
る
と
、
音
大
と

は
違
い
、
教
職
の
授
業
も
多
く
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
や

友
人
た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
教
職
科

目
へ
の
興
味
や
楽
し
み
も
見
出
せ
ま
し
た
。

総
合
的
に
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を
学
べ
た
の
は

自
分
の
音
楽
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
先
生
や
友
人
と

は
今
も
交
流
が
あ
り
ま
す
し
、
今
後
も
末

永
く
お
付
き
合
い
し
て
い
き
た
い
素
敵
な

方
々
ば
か
り
で
す
。

を
も
っ
て
自
分
を
提
示
で
き
る
こ
と
が
大

前
提
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
語
学
は

そ
こ
か
ら
人
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
の
ツ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
す
。

　音楽
家
と
い
う
一
見
華
や
か
に
見
え
て

実
は
生
計
を
た
て
る
の
が
難
し
い
世
界
に

い
る
と
、
仕
事
を
し
て
お
金
を
稼
い
で
当

た
り
前
の
生
活
を
す
る
と
い
う
「
普
通
」

の
こ
と
が
何
物
に
も
代
え
が
た
く
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
普
通
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
逸

れ
る
の
を
恐
れ
な
い
で
、
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
に
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
す
る

強
さ
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
行

動
し
た
人
に
し
か
見
え
な
い
世
界
が
あ
り

ま
す
。

ひ
た
す
ら
音
楽
に
向
き
合
う

行
動
し
た
人
に
し
か
見
え
な
い

世
界
が
あ
る

音楽が与えてくれる
かけがえのない瞬間を求めて

卒業生から在学生の皆さんへ受け継がれる

福井大学公開講座にて

地
元
福
井
で
音
楽
を
学
ぶ

加藤 俊裕さん

平成19年度 教育地域科学部学校教育課程
芸術・保健体育教育コース音楽教育サブコース卒業

ピアニスト

留学先でプーランクの三重奏曲を弾いたトリオメンバー

異
国
で
の
生
活
を
経
験
し
て
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　暖
か
い
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。新
入
生
の
皆
さ

ん
、入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。在
学
生
の
皆

さ
ん
も
、４
月
か
ら
の
新
し
い
生
活
に
、期
待
や
不

安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
４
月
に
、大
学
で
友
達
作
り
に
励
む
こ
と
、

あ
る
い
は
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
は
、と

て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

周
囲
に
合
わ
せ
て
ば
か
り
い
る
と
、一
時
的
に
は
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、将
来
的
に
は
自
分
を
抑
え

て
無
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
、心
身
の
不
調
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は「
過
剰
適
応
」と
言
わ

れ
、本
人
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
た

め
、悩
む
こ
と
も
な
く
、自
覚
も
な
く
、気
付
い
た
時

に
は「
５
月
病
」と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。特
に
最
近
は
、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」な
ど
、気
を
遣
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
多
い
た
め
、注
意
が
必

要
で
す
。

　「
悩
む
」こ
と
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、私
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。新
し
く
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
、そ
の
先
に
は
必

ず
得
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
す
。悩
ん
だ
と
き
に

は
、家
族
や
友
人
だ
け
で
な
く
、学
生
総
合
相
談
室

が
あ
り
ま
す
。あ
な
た
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
笑
顔
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利用時間について

相談内容
健康相談（内科医師）

健康相談（整形外科医師）

健康相談（産婦人科医師）

健康相談（精神科医師）

カウンセリング（臨床心理士）

一般相談（看護師・保健師）

相談日
第1・2・3金曜日

第1・3火曜日

第1・3水曜日

第1・3水曜日

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

受付時間
15:00～17:00（予約制）

13:00～14:00（予約制）

16:00～17:00（予約制）

17:00～18:00（予約制）

  9:30～17:00（予約制）

  9:00～17:00

■文京キャンパス
［保健管理センター］
相談の予約は、事務室へお願いします。TEL. 0776-27-8513

■松岡キャンパス
［保健センター］ 
相談の予約は、事務室へお願いします。TEL. 0776-61-8575

相談内容
健康相談（内科医師）

健康相談（精神科医師）

健康相談（婦人科医師）

カウンセリング（臨床心理士）

一般相談（看護師・保健師）

相談日
月曜日～金曜日

第1・3水曜日

第4木曜日

月曜日～金曜日

月曜日～金曜日

受付時間
  8:30～17:00（予約制）

14:30～16:30（予約制）

15:00～17:00（予約制）

  8:30～17:00（予約制）

  8:30～17:00 

［学生総合相談室］ TEL. 0776-27-9986（9987）
相談内容

悩み相談
相談日

月曜日～金曜日
受付時間

 9：00～17：30

［学生総合相談室（Ｍ☆station）］ TEL. 0776-61-8802
相談内容

悩み相談
相談日

月曜日～金曜日
受付時間

 9：00～17：30

周
り
に
合
わ
せ
す
ぎ
な
い
よ
う
に…

健
康
だ
よ
り

松
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
総
合
相
談
室   

前
川
伸
晃

　今
は
丁
度
、
年
度
替
わ
り
の
頃
で
し
て
、
日
本

中
が
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
新
し
い
環
境
に
向
け

て
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
も
進
学
・
入
学
を
果
た
し
新
し
い
道
を
切

り
開
こ
う
と
さ
れ
て
い
る
時
で
す
の
で
、
そ
れ
に

対
し
て
ど
う
い
う
こ
と
を
お
伝
え
す
る
の
が
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
と
悩
み
な
が
ら
、「
見
る
前
に
跳

べ
」
そ
し
て
「
死
は
必
然
、
生
は
偶
然
」
と
い
う

言
葉
を
贈
り
ま
す
。

　前
者
は
、
正
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
探
し

な
が
ら
も
、
考
え
す
ぎ
る
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
分
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
よ
く
考
え
ず
「
跳
ん
で
」

数
多
く
失
敗
し
ま
し
た
。
が
、「
跳
ん
で
」
学
ん

だ
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大

学
生
活
は
と
り
わ
け「
壮
大
な
無
駄
」「
ケ・セ
ラ
・

セ
ラ
（
な
る
よ
う
に
な
る
）」
を
許
し
て
も
ら
え

る
時
期
で
す
し
、
大
学
も
「
跳
び
」
を
受
け
る
道

具
を
色
々
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ど
ん
ど
ん
利
用

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　後
者
は
、
私
の
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
時
に
学
ん
だ

言
葉
で
す
。
成
熟
し
た
社
会
の
中
で
「
当
然
の
よ

う
な
生
」
を
振
る
舞
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
微

妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
お
り
「
た
ま
た

ま
の
生
」
に
過
ぎ
な
い
と
教
え
ら
れ
た
訳
で
す
。
即

ち
そ
れ
ぞ
れ
が
「
そ
の
時
々
の
た
ま
た
ま
」
を
大
切

に
、そ
し
て「
人
」と
し
て
文
字
通
り「
支
え
合
う
生
」

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　少
し
固
い
か
な
ー
と
思
い
つ
つ
書
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
が
気
負
う
こ
と
な
く
大
学
生
活
を
大
胆
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
共
に
、
誠
実
に
・
慈
し
み
を

感
じ
な
が
ら
時
間
を
過
ご
し
、
そ
し
て
人
に
接
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

役 員
コ ラ ム

役
コ ラ

今、あな
たに

伝えたい
！

皆さんに贈る
２つの言葉

百田尚樹
「永遠の０」（講談社文庫）
読みやすさとストーリー性（推理性？）
の面白さは、さすが本屋大賞受賞作家
です。戦争物のイメージが強いようですが、それと
同時に、いやそれ以上に家族への愛・人の感じ方の違い・
生と死（上述の意も含む）等色々考えさせられる小説でし
た。映画化もされ、よく読まれた本ですが、是非お薦めした
い一冊です。（なお蛇足ですが、私は作者の「作品」は薦め
るものの、「行為」は今一つ理解できません。）

私のお気に入りの一冊

です。戦争物のイメージが強いようですが、それと

私のお気に入りの一冊

２つの言葉

常勤監事

舟木幸雄
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カバンの中に入っているものは似ていたけど、
それぞれに個性や思い入れがあったね。特に
お口のケアはみんな気をつけているみたいだ
よ。君の学部の先輩や後輩はどんな物を持っ
ているかな？参考にしてみよう。

福井
大学
広報セ

ンター

マスコ
ットキ

ャラク
ター

広福く
ん

学生広報スタッフ募集中！

学生広報スタッフによる編集会議

学生広報スタッフを募集しています。福井大学生なら誰でもOK！企
画・取材・広報誌作成に興味のある人、大歓迎です。希望する人は気
軽に連絡してください。一緒に楽しく福井大学の魅力を発見して広
めていきましょう。

【メールへの明記事項】
タイトル： 広報スタッフ応募
内　 容： 氏名、学部（研究科）学科（専攻）、学年、住所、携帯電話、E-mail、応募動機

※ご記入いただいた個人情報は学生広報スタッフの活動にのみ使用いたします。

福井大学広報室
E-mail/sskoho-k@ad.u-fukui.ac.jp
HP/ http://pr.ad.u-fukui.ac.jp/

Tel/0776-27-9733

山口 隼人さん

教育地域科学部
学校教育課程2年

私の学科では資料をプリントとして
もらうことが多く、A4サイズのファイ
ルをたくさん使います。このカバンは
ファイルがたくさん入って取り出しも
簡単！シンプルなデザインも気に
入っています。

中島 みなみさん

医学部医学科2年

01

02

03

04

このカバンはがま口がついてい
るので開け閉めが楽です。コン
パクトでもたっぷり収納できる
ので便利です。

宮之脇 巧さん

工学部物理工学科2年

このカバンは軽くて持ち運びに便
利なところが気に入っています。ラ
トビアからの留学生に選んでもらっ
て買いました。今はもう帰国してし
まったので思い出のカバンです。

05
圓道 加奈子さん

医学部看護学科3年

このカバンはかわいくて一目惚れ
してネットで買いました。届いたら、
思った通りのカバンだったのでとて
も嬉しかったです。荷物が多くても
担げるのでとても楽です。

寺島 亮太さん

教育地域科学部
学校教育課程3年

このカバンは一昨年の夏頃買いま
した。水玉がかわいくていっぱい入
るので気に入って使っています。

合唱部なので、声のケア
は大切です。薬の味がす
るのでいろいろ試してみ
て一番美味しかった梅
味を愛用しています。

部活が終わったあと、医
学部の駐車場が暗いの
で、あると安心です。握っ
て発電できるので電池い
らずですごく便利です。
ワニさんのデザインが可
愛くて気に入っています。

たくさんもらう資料を
ファイリングするのに不
可欠です。プリントの整
理を怠ると後で大変なこ
とになるので、毎回の
ファイリングは重要！

昼食を食べる時はいつ
もプーちゃんを飲みま
す。遅刻しそうになって、
急いで大学に来ると喉
が乾くので、朝来たら必
ず買います！（笑）

学生証からキャッシュ
カードまで色々な物が
入っているので、ないとす
ごく困ります。御守りも
入ってるので、財布を持っ
ていれば安心です！！

お気に入り

口を潤すためと集中力を
高めるために勉強中など
には、欠かせません。

こだわり！こだわり！

参加している探求ネット
ワークという活動で会議
を仕切る立場になること
が多いので、勉強のため
に読んでいます。

吹奏楽の指揮者もして
いるので部活のときはい
つも持ち歩いています。
今演奏している曲はゲゲ
ゲの鬼太郎のテーマが
入ったアニメソングメド
レーです。

これはCOCOという
キャラクターで、可愛
いので集めてます！2
冊持っていて、バイト
用と大学用とで分けて
います。

空き時間に噛んでリラッ
クスできるように常備し
ています。グレープ味が
おすすめ。

お気に入り

車の鍵についているキー
ホルダーは友達からも
らったシンガポールとカ
ナダのお土産です。また、
ハンカチも友達からのプ
レゼントでかわいくて気
に入っています！

あなたの

低学年編

高学年編

春が来ました！大学生活にはいろいろなものが必
要です。今回は学生にカバンの中身を見せても
らって、カバンの特徴、必需品、こだわりなどを聞
いてみました。

こだわり！こだわり！

お気に入り

工学部生物応用化学科3年

このカバンは2年生の夏頃から
使っています。わたしの学科では教
科書が分厚いものが多いので、丈
夫そうなカバンを選びました。持ち
手についたお花がポイントです！

坂之上 真結美さん

06

自分の楽器のトランペッ
トを吹く前に必ずこれで
歯を磨いてから吹きま
す。大切なトランペット
を汚さないために毎日持
ち歩いています。

必需品

必需品

必需品

必需品

必需品

「薬用のど飴」

「指揮棒」

「歯みがきセット」

「穴あけパンチ」

「ガム」

「ライト」

「キーホルダー」

「プーちゃん」

「手帳」

「財布」

「ガム＆タブレット」

「参考書」

お気に入り

必需品
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留
学
生
と
教
職
員
と
の
交
歓
会
を
開
催

あ
ら
ゆ
る
学
問
領
域
か
ら「
脳
」「
こ
こ
ろ
」の
問
題
に
迫
る

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
発
表
会

　脳
発
達
科
学
・
児
童
精
神
医
学
や
関
連
す
る
分

野
の
研
究
と
、
得
ら
れ
た
先
端
的
知
見
の
社
会
還

元
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
よ
り
本
格
的
に
始

動
し
た
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン

タ
ー
」。「
こ
こ
ろ
の
形
成
発
達
研
究
部
門
」「
発

達
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
部
門
」「
こ
こ
ろ
の

発
達
開
拓
部
門
」「
こ
こ
ろ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
室
」「
Ag
e
2
企
画
」の
５
部
門
で
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
平
成

25
年
度
研
究
成
果
発
表
会
が
２
月
13
日
に
開
催
さ

れ
、
５
つ
の
部
門
16
演
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
発
表
で
は
、
自
閉
症
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
関

す
る
臨
床
現
場
か
ら
の
報
告
に
加
え
て
、
地
域
と

の
共
同
で
行
う
コ
ホ
ー
ト
研
究
や
自
閉
症
児
の
兄

弟
に
対
す
る
支
援
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
や
嗅
覚

研
究
か
ら
神
経
細
胞
の
発
達
に
迫
る
新
た
な
知
見

な
ど
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
取
り
巻
く
様
々
な
視

点
か
ら
の
多
彩
な
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
か
ら
も

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発

達
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
藤
真
特
任
教
授
は
「
今

年
度
よ
り
、
新
た
に
坂
野
研
究
室
を
迎
え
、
よ
り

多
角
的
な
視
点
か
ら
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
広
く
学
内
か
ら
参
加
い
た
だ
い
て
、
議
論

し
、
世
界
に
先
駆
け
た
研
究
成
果
を
福
井
大
学
か

ら
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　留
学
生
が
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

学
内
外
の
方
々
を
招
い
て
感
謝
の
意
を
示
す
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、「
留
学

生
と
教
職
員
と
の
交
歓
会
」
が
１
月
23
日
に
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　交
歓
会
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し

て
お
り
今
回
で
13
回
目
。
今
年
は
１
５
０
名
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

　初
め
に
岩
井
善
郎
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
が

「
３
月
に
卒
業
・
修
了
す
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
に

お
祝
い
申
し
上
げ
、
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
学
生
代
表
と
し
て
福
井
大
学
留
学
生
会

会
長
の
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
機
械
工
学

専
攻
１
年 

李
魏
昆
さ
ん
が
「
留
学
前
は
と
て
も

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
優
し
い
サ
ポ
ー

ト
で
不
安
は
消
え
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
工
芸
や

文
化
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
、
ま
た
先
生
方
の
熱

意
で
日
本
語
能
力
も
伸
び
、
福
井
大
学
に
留
学

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　交
歓
会
で
は
、
留
学
生
が
招
待
客
ら
と
楽
し
そ

う
に
歓
談
す
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
材

料
開
発
工
学
専
攻
２
年
の
楊
希
さ
ん
は
「
研
究
室

の
み
ん
な
が
親
切
で
う
れ
し
い
で
す
」
と
、
工
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
機
械
工
学
専
攻
２
年
の
落

合
良
太
さ
ん
は
「
研
究
室
に
は
韓
国
と
中
国
出
身

の
学
生
が
い
て
、
現
地
の
情
報
が
直
接
聞
け
る
の

で
考
え
方
が
広
が
り
ま
す
」
と
、
日
ご
ろ
の
感
謝

の
思
い
や
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　後
半
に
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
、
練

習
し
た
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
招
待
客
を
も
て

な
し
て
い
ま
し
た
。

大学の最新情報をお届け！

発達脳機能イメージング部門のセッション

こころの形成発達研究部門　岩田 圭子特命助教の発表

寺岡英男理事による乾杯の発声

民族舞踊などが披露されました

　看
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い
て
も
、
自
分
の
や
り
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い
仕
事
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希
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通
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た
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目
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基
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マ
ナ
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つ
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。
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科
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の

就
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催
さ
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ま
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接
時
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だ
し
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で
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を
指
導
。
参
加
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生
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に
聞
き
入
り
、
来
た
る

就
職
活
動
に
向
け
、
気
持
ち
を
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し
て
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ま

し
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。
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を
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を
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ぶ
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。
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＠
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の
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で
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を
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い
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す
。
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さ
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、
毎
週
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グ
を
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く
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留
学
生
と
教
職
員
と
の
交
歓
会
を
開
催

あ
ら
ゆ
る
学
問
領
域
か
ら「
脳
」「
こ
こ
ろ
」の
問
題
に
迫
る

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
成
果
発
表
会

　脳
発
達
科
学
・
児
童
精
神
医
学
や
関
連
す
る
分

野
の
研
究
と
、
得
ら
れ
た
先
端
的
知
見
の
社
会
還

元
を
図
る
た
め
、
平
成
23
年
度
よ
り
本
格
的
に
始

動
し
た
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
研
究
セ
ン

タ
ー
」。「
こ
こ
ろ
の
形
成
発
達
研
究
部
門
」「
発

達
脳
機
能
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
部
門
」「
こ
こ
ろ
の

発
達
開
拓
部
門
」「
こ
こ
ろ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

支
援
室
」「
Ag
e
2
企
画
」の
５
部
門
で
、
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
平
成

25
年
度
研
究
成
果
発
表
会
が
２
月
13
日
に
開
催
さ

れ
、
５
つ
の
部
門
16
演
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　今
回
の
発
表
で
は
、
自
閉
症
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
に
関

す
る
臨
床
現
場
か
ら
の
報
告
に
加
え
て
、
地
域
と

の
共
同
で
行
う
コ
ホ
ー
ト
研
究
や
自
閉
症
児
の
兄

弟
に
対
す
る
支
援
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
や
嗅
覚

研
究
か
ら
神
経
細
胞
の
発
達
に
迫
る
新
た
な
知
見

な
ど
、
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
取
り
巻
く
様
々
な
視

点
か
ら
の
多
彩
な
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
分
野
の
異
な
る
研
究
者
か
ら
も

質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発

達
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
藤
真
特
任
教
授
は
「
今

年
度
よ
り
、
新
た
に
坂
野
研
究
室
を
迎
え
、
よ
り

多
角
的
な
視
点
か
ら
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
広
く
学
内
か
ら
参
加
い
た
だ
い
て
、
議
論

し
、
世
界
に
先
駆
け
た
研
究
成
果
を
福
井
大
学
か

ら
出
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　留
学
生
が
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

学
内
外
の
方
々
を
招
い
て
感
謝
の
意
を
示
す
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、「
留
学

生
と
教
職
員
と
の
交
歓
会
」
が
１
月
23
日
に
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　交
歓
会
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し

て
お
り
今
回
で
13
回
目
。
今
年
は
１
５
０
名
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

　初
め
に
岩
井
善
郎
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
が

「
３
月
に
卒
業
・
修
了
す
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
に

お
祝
い
申
し
上
げ
、
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
学
生
代
表
と
し
て
福
井
大
学
留
学
生
会

会
長
の
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
機
械
工
学

専
攻
１
年 

李
魏
昆
さ
ん
が
「
留
学
前
は
と
て
も

不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
優
し
い
サ
ポ
ー

ト
で
不
安
は
消
え
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統
工
芸
や

文
化
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
、
ま
た
先
生
方
の
熱

意
で
日
本
語
能
力
も
伸
び
、
福
井
大
学
に
留
学

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　交
歓
会
で
は
、
留
学
生
が
招
待
客
ら
と
楽
し
そ

う
に
歓
談
す
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
材

料
開
発
工
学
専
攻
２
年
の
楊
希
さ
ん
は
「
研
究
室

の
み
ん
な
が
親
切
で
う
れ
し
い
で
す
」
と
、
工
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
機
械
工
学
専
攻
２
年
の
落

合
良
太
さ
ん
は
「
研
究
室
に
は
韓
国
と
中
国
出
身

の
学
生
が
い
て
、
現
地
の
情
報
が
直
接
聞
け
る
の

で
考
え
方
が
広
が
り
ま
す
」
と
、
日
ご
ろ
の
感
謝

の
思
い
や
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　後
半
に
は
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
、
練

習
し
た
歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
招
待
客
を
も
て

な
し
て
い
ま
し
た
。

大学の最新情報をお届け！

発達脳機能イメージング部門のセッション

こころの形成発達研究部門　岩田 圭子特命助教の発表

寺岡英男理事による乾杯の発声

民族舞踊などが披露されました

　看
護
職
に
お
い
て
も
、
自
分
の
や
り
た
い
仕
事

の
で
き
る
場
所
を
見
つ
け
、
希
望
通
り
就
職
す
る

た
め
に
は
、
自
分
の
目
標
を
明
確
に
し
、
基
本
的

な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　２
月
６
日
、
医
学
部
看
護
学
科
学
生
の
た
め
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ナ
ー

か
ら
病
院
見
学
や
面
接
時
の
注
意
点
、
身
だ
し
な

み
ま
で
各
分
野
の
専
門
家
が
学
生
を
指
導
。
参
加

し
た
学
生
た
ち
は
、
真
剣
に
聞
き
入
り
、
来
た
る

就
職
活
動
に
向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

自
分
を
見
つ
め
直
し
、目
標
に
向
か
っ
て
準
備
を

医
学
部
看
護
学
科
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　広
報
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
今
春
、
３

年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　新
た
に
、
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
大
学
の
情

報
を
ブ
ロ
グ
で
発
信
す
る「
う
ら
ら
＠
ふ
く
だ
い
」

を
開
設
。
学
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
、
サ
ー
ク
ル

や
授
業
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
学
内
の
お
も
し

ろ
い
人
や
先
生
の
部
屋
な
ど
、
学
生
目
線
で
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ん
、
毎
週
ブ
ロ
グ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

学生たちは真剣な様子で聞き入りました

大
学
の
情
報
が
満
載
！

広
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セ
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

寒さの厳しい冬に耐え抜いた桜のつぼみが花を咲かせ
るように、皆さんも新たな学び舎で生き生きと学びの花
を咲かせてください。

学業だけでなく、部活やサークル活動などでもネット
ワークを広げ、充実した大学生活を過ごしてくださいね。

　　　　　君を理解する友人は、君を創造する
ロマン・ロラン

ふくだいプレス 第17号
発行日／平成26年4月　発行者／福井大学広報センター
TEL：0776-27-9733  E-mail：sskoho-k@ad.u-fukui.ac.jp

大学からの情報を広く発信するためにFacebookページを随時更新しています。アカウントを
お持ちでない方にもご覧いただけます。アカウントをお持ちの方はぜひ「いいね！」をお願いします。

ＱＲコードもしくはＵＲＬからご応募ください。
応募締め切り：5月31日（土）

［応募方法］

http://www.u-fukui.ac.jp/m/

福井大学公式Facebookページを更新中！
大学からの情報を広く発信するためにFacebookページを随時更新しています。アカウントを
お持ちでない方にもご覧いただけます。アカウントをお持ちの方はぜひ「いいね！」をお願いします。

福井大学公式Facebookページを更新中！ Twitterでも
情報発信中！
@fukudai_kohohttp://www.facebook.com/fukui.univ
福井大学広報センター

本冊子の感想を教えてください

六
呂
師
山
荘
に
代
わ
る
課
外
活
動
施
設
に
つ
い
て

学
生
生
活
応
援
！

学
生
サ
ー
ビ
ス
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご記入いただいた個人情報は、プレゼントの送付、及びお問い合わせ・
ご意見をいただいた際のご連絡に使用させていただきます。

みなさまからのご応募、お待ちしています！

■学生サービス課　0776-27-8403
　gggakusei-k@ad.u-fukui.ac.jp 

（実物とは異なる場合があります）

広報誌「ふくだいプレス17号」を
読んだ、皆さんの感想を教えてく
ださい。アンケートに回答いただ
いた方の中から抽選で「針を使わ
ないホッチキス」を10名様に
プレゼント！

プレゼント

　昭
和
40
年
代
に
建
て
ら
れ
、
長
い
間
学
生
や
教

職
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た

「
福
井
大
学
六
呂
師
山
荘
」
を
こ
の
３
月
末
で
閉
鎖

し
ま
し
た
。
１
日
50
円
と
い
う
利
用
料
は
開
設
以
来

一
度
も
値
上
が
り
す
る
こ
と
な
く
、
管
理
人
も
開
設

以
来
ず
っ
と
同
じ
ご
夫
婦
が
務
め
、
家
庭
的
な
雰
囲

気
と
星
降
る
高
原
と
い
う
自
然
に
恵
ま
れ
た
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
、
毎
年
合
宿
で
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
や
研

究
室
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、学
生
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
で
稼
働
率
が
低

迷
し
、
や
む
を
得
ず
閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
六
呂
師
山
荘
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
勝

山
市
内
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
際
の
宿
泊
代
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
福
井
大
学

と
勝
山
市
は
包
括
的
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
学
生
が

課
外
活
動
な
ど
を
目
的
と
し
て
勝
山
市
内
で
宿

泊
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
支
払
っ
た
代
金
の
一

部
が
助
成
さ
れ
、
最
高
で
１
泊
１
名
に
つ
き
２
０

０
０
円
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
勝
山

市
内
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
対
象

施
設
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

勝
山
大
仏
の
研
修
所
（
な
ん
と
朝
の
座
禅
付
き
）

と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
大
い
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
勝
山
市
の
宿
泊
施
設
や
助
成
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
人
は
学
生
サ
ー
ビ

ス
課
ま
で
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
福
大
生
が
勝

山
市
に
宿
泊
す
る
だ
け
で
な
く
、
街
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ＱＲコードもしくはＵＲＬからご応募ください。
［応募方法］

（実物とは異なる場合があります）

プレゼント！

プレゼント

読んだ、皆さんの感想を教えてく
ださい。アンケートに回答いただ
いた方の中から抽選で
ないホッチキス」を10名様に




